
令 和 6 年 度

頼 れ る 先 輩 は 未 来 の 自 分

新 入 職 者 研 修 や 施 設 内 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 等 で 、 ご 活 用 く だ さ い ！

大 阪 府 看 護 協 会 紹 介 動 画

ホ ー ム ペ ー ジ に 大 公 開 ！

看 護 P R 動 画 詳 し く は
Q R コ ー ド を
c h e c k ！

B o o k i n B o o k

※ 総 会 に ご 持 参 く だ さ い

通 常 総 会

1 4 分 3 0 秒

2 分

今 号 の 表 紙 　 J C H O 大 阪 病 院 I C U の 先 輩 看 護 師 と 新 人 看 護 師
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令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 災 害 支 援 ナ ー ス 活 動 報 告

日 本 看 護 協 会 か ら の 災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 活 動 は 2 月 2 9 日 を も ち 全 て 終 了 と な り ま し た 。 本 会 の 派 遣 調 整 も 一 区 切 り と
な り ま す が 、 被 災 地 の 復 興 と 再 生 へ の 道 の り は こ れ か ら で す 。 本 会 で は 、 今 後 も 被 災 地 に 心 を 寄 せ 、 被 災 地 の た め に 活
動 で き る 災 害 支 援 ナ ー ス の 育 成 に 努 め て ま い り ま す 。

大 阪 府 看 護 協 会 は 、 日 本 看 護 協 会 の 要 請 を 受 け 、 1 月 9 日 ～ 2 月 2 0 日 の 約 4 0 日 間 、 災 害 支 援 ナ ー ス を 派 遣 し ま し た 。 多 く の 病 院 お よ び

個 人 会 員 の 方 々 に 災 害 支 援 ナ ー ス の 派 遣 協 力 を い た だ き 、 心 よ り 感 謝 申 し 上 げ ま す 。

　 ま ず 初 め に 1 月 に 発 生 し た 能 登 半 島 の 地 震 で 亡

く な ら れ た 方 の ご 冥  福 を 心 か ら お 祈 り 申 し 上 げ ま

す と と も に 、 被 災 さ れ た 方 々 へ 心 よ り お 見 舞 い 申 し

上 げ ま す 。

　 大 阪 府 看 護 協 会 に お き ま し て は 、 日 本 看 護 協 会

と の 連 携 の も と 、1 月 9 日 か ら 2 月 2 0 日 迄 4 3 名 の 災 害

支 援 ナ ー ス を 派 遣 し 、 病 院 、 避 難 所 、1 . 5 次 避 難 所

で の 支 援 を 行 っ て ま い り ま し た 。 派 遣 に ご 協 力 い た

だ き ま し た  皆 さ ま に  深 く 感  謝  申 し 上 げ  ま す  。

　 さ て 、 昨 年 は 「 看 護 師 等 の 確 保 を 推 進 す る た め の

措 置 に 関 す る 基 本 的 な 指 針 」 が 3 0 年 ぶ り に 改 訂 さ

れ 、 看 護 職 の 量 的 確 保 と 資 質 の 向 上 を 図 り な が ら 、

今 後 の 看 護 職 の 確 保 を 推 進 す る た め の 方 向 性 が 示

さ れ ま し た 。 本 会 ・ ナ ー ス セ ン タ ー で は 、 行 政 、 労 働

局 、 ハ ロ ー ワ ー ク と 連 携 し 、 看 護 職 員 の 人 材 確 保 、

離 職  者  が  現  場  に  復  帰  で  き る よ う に  ナ  ー ス セ ン タ ー

の 利 用 促 進 、 届 け 出 制 度 の 推 進 に よ る マ ッ チ ン グ

の 強 化 、 復 職 応 援 セ ミ ナ ー の 開 催 な ど の 事 業 を

行 っ て お り ま す 。 本 年 度 は 「 デ ジ タ ル 改 革 関 連 法 に

基  づ く 看  護  職  の 人  材  活 用 シ ス テ ム  」 構  築 に 伴 い 第 7

次 N C C S の 開 発 が 行 わ れ て お り 、 さ ら に 関 係 団 体

と の 連 携 を 強 化 し 、 一 人 で も 多 く の 看 護 職 が 現 場

に 戻 れ る よ う 支 援 し て い く 所 存 で す 。 ま た 、 日 本 看

護 協 会 よ り 「 生 涯 学 習 支 援 ガ イ ド ブ ッ ク 」 が 発 行 さ

れ た こ と を 踏 ま え 、 多 様 な 教 育 方 法 、 形 態 で 看 護 職

一 人 ひ と り が 主 体  的 に 学 べ る よ う に 努 め て い き た い

と 思 い ま す の で  、 令  和 6  年 度 も 皆 さ ま の ご  支  援 ご  協

力 を お 願 い い た し ま す  。

令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 関 連 情 報 特 設 サ イ ト は こ ち ら

看 護 の 力 で

笑  顔 を つ な ぐ
会 長 弘 川  摩 子公 益 社 団 法 人 大 阪 府 看 護 協 会

令 和 6 年 度 に 向 け て ご あ い さ つ

病 院
市  立  輪  島  病  院 ・
公 立 宇 出 津 総 合 病 院

1 月 9 日 ～1 月1 2 日

1 月1 2 日 ～1 月 2 4 日 ・1 月 2 7 日 ～ 2 月 8 日

派 遣 先 派 遣 期 間 派 遣 人 数

1 次 避 難 所 輪 島 市 立 門 前 東 小 学 校

5 名

2 6 名

1 月1 2 日 ～1 月1 5 日 ・1 月 2 7 日 ～1 月 3 0 日 ・
2 月 8 日 ～ 2 月 2 0 日1. 5 次 避 難 所

い し か わ  総  合
ス ポ ー ツ セ ン タ ー

合 計 4 3 名

1 2 名

災 害 支 援 ナ ー ス 派 遣 実 績

歩 行 訓 練 ・ 見 守 り
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保 健 師 … … … … … … …

助 産 師 … … … … … … …

　 近 年 、 児 童 虐 待 事 例 の 対 応 、 感 染 症 対 策 な ど 、 自 治 体 保 健 師 の 業 務 が 増 加 し て お り 、

地 域 の 人 々 が 安 心 し て 生 活 で き る よ う 、 保 健 師 の 人 材 確 保 は 喫 緊 の 課 題 で す 。

　 令 和 5 年 度 、 日 本 看 護 協 会 は 厚 労 省 の 委 託 を 受 け 、 自 治 体 保 健 師 の 活 動 内 容 や 魅 力 発 信 の た め の イ ベ ン ト「 地 域 で 働

く 保 健 師 の 魅 力 ～ 自 治 体 保 健 師 に 聞 い て み よ う ～ 」 を 実 施 、 大 阪 府 看 護 協 会 で は 令 和 6 年 1 月 2 7 日 （ 土 ） に 開 催 し ま し た 。

　 当 日 は 看 護 学 生 、 保 健 師 免 許 保 有 者 等 4 9 人 の 参 加 が あ り ま し た 。 大 阪 府 、 大 阪 市 、 枚 方 市 、 太 子 町 、 岬 町 、 千 早 赤 阪 村

の 現 役 保 健 師 が 、 そ れ ぞ れ の 活 動 を 説 明 後 、 自 治 体 、 ナ ー ス セ ン タ ー 、 保 健 師 職 能 委 員 が 、 個 別 相 談 を 行 い ま し た 。 参 加

者 か ら は 業 務 内 容 や 組 織 体 制 、 実 際 の 悩 み な ど が 活 発 に 質 問 さ れ 、 参 加 者 、 自 治 体 と も に お 互 い を 理 解 す る き っ か け と

な っ た 有 意 義 な イ ベ ン ト で し た 。

[ 会 場 ] 

1 . 2 72 0 2 4 1 3 :0 0
1 6 :0 0

保 健 師 職 能 理 事 　 中 由 美

大 阪 府 看 護 協 会 検 索理 事 会 議 事 録 概 要 は
理 事 会 だ よ り

1 月 1 2 日 (金 ) 協 議 事 項

3 月 8 日 (金 ) 協 議 事 項

令 和 6 年 

令 和 6 年 

❶

❷

❸

❹

大 阪 府 看 護 協 会 事 務 局 の 組 織 体 制 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

委 員 会 担 当 理 事 ・ 担 当 部 署 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

大 阪 府 看 護 協 会 感 染 管 理 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク 運 営 規 則 （ 案 ） ・
運 営 要 領 （ 案 ） に つ い て  

▲

 継 続 審 議

❺

❻

❼

大 阪 府 看 護 協 会 職 員 給 与 規 則 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

大 阪 府 看 護 協 会 支 部 運 営 規 則 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

「 ナ ー シ ン グ ア ー ト 大 阪 」 料 金 の 改 正 等 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

❶

❷

❸

❹

令 和 6 年 度 大 阪 府 看 護 協 会 委 員 会 委 員 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

令 和 6 年 度 事 業 計 画 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

令 和 6 年 度 予 算 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

大 阪 府 看 護 協 会 職 員 就 業 規 則 の 改 正 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

2 月 9 日 (金 ) 協 議 事 項

❶

❷

大 阪 府 看 護 協 会 令 和 6 年 度 重 点 事 業 （ 案 ）

に つ い て 

▲

 承 認

大 阪 府 看 護 協 会 感 染 管 理 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク
運 営 規 則 （ 案 ） ・ 運 営 要 領 （ 案 ） に つ い て  

▲

 承 認

地 域 で 働 く 保 健 師 の 魅 力

[ 日 時 ]

大 阪 府 看 護 協 会

マ ル イ ト O B P ビ ル ８ F

土

た く さ ん の
ご 参 加 、
あ り が と う

ご ざ い ま し た ！

EVE
NT DATA

自 治 体 保 健 師 の 活 動 内 容 や 魅 力 発 信 の た め の イ ベ ン ト

自 治 体 保 健 師 に 聞 い て み よ う

か ん ご ち ゃ ん も

受 付 で お 出 迎 え

弘 川 会 長
ご あ い さ つ

Re p o rt

当 会 の 保 健 師 職 能 委 員 に よ る「 な ん で も 相 談 」 も 人 気 ！

大  阪  府 ・ 大  阪  市 ・ 枚  方  市 ・ 太  子  町 ・ 岬  町 ・ 千  早  赤  阪  村  の

保 健 師 ・ 人 事 担 当 者 の 方 が 、 自 治 体 保 健 師 の 魅 力 を 発 信 し ま し た ！

参 加 者 の 方 は 熱 心 に 聞 き 、 い ろ い ろ 質 問 さ れ て い ま し た 。

令 和 6 年 

5 9 0 名

2, 0 8 1 名

看 護 師 … … … … … …

准 看 護 師 … … … … … …

大 阪 府 看 護 協 会 令 和 6 年 度 重 点 事 業 / 事 業 名 ・ 実 施 内 容 （ 案 ）

に つ い て  

▲

 承 認

令 和 5 年 度 会 員 数

4 9, 0 9 3 名

1, 2 9 5 名

5 3, 0 5 9 名

大 阪 府 ナ ー ス セ ン タ ー

「 就 職 相 談 」 で 疑 問 解 消 ！
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2 2
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

認 知 症 患 者 の 看 護 に 必 要 な ア セ ス メ ン ト と 援 助 技 術 を 学 び 、 根 拠 に 基 づ い た
認 知 症 患 者 の ケ ア 実 践 に つ な げ る こ と が で き る 。

【 完 全 オ ン ラ イ ン ： ラ イ ブ 配 信 型 】准保 助 看

認 知 症 患 者 の ケ ア
～ 認 知 症 患 者 が 安 心 し て 医 療 を 受 け ら れ る ケ ア を 考 え る ～

6 7
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 組 織 内 の コ ン フ リ ク ト を 解 消 し て い く た め の 知 識 、 技 術 を 学 ぶ 。

保 助 看

多 職 種 協 働 と コ ン フ リ ク ト マ ネ ジ メ ン ト
～ 組 織 内 の ア サ ー テ ィ ブ な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 向 け て ～ ①

副 師 長 ・ 主 任 に 相 当 す る

2 5
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

教 育 方 法 の 基 本 的 な 教 授 原 則 に つ い て 学 ぶ 。

准保 助 看

共 に 育 つ た め の 教 育 の 基 本 的 知 識 ～ 教 育 方 法 ～

2 4
コ ー ス N o.

¥ 2, 2 0 0 

様 々 な 経 験 を 積 み 今 、 看 護 師 と し て 働 い て い る 人 た ち の 話 を 聞 く こ と で 、 働 き
続 け る こ と の 価 値 を 考 え 、 自 ら の 働 き 方 に つ い て 考 え る 。

准保 助 看

自 分 ら し く 看 護 師 と し て 働 き 続 け る た め の エ ッ セ ン ス

2 3
コ ー ス N o.

¥ 2, 2 0 0 

臨 床 推 論 を 用 い た 思 考 ス キ ル を 学 び 、 看 護 ケ ア に 活 か す 方 法 に つ い て 理 解 す る 。

准保 助 看

看 護 に 活 か す 臨 床 推 論

2 1
コ ー ス N o.

¥ 6, 6 0 0

実 践 に 活 か す 小 児 救 急

小 児 救 急 の 特 徴 、 救 急 看 護 に 必 要 な 知 識 、 技 術 を 修 得 す る 。

准保 助 看

2 0
コ ー ス N o.

¥ 6, 7 2 0 （ 教 材 費 含 む ）

災 害 看 護 に お け る 初 期 医 療 支 援 活 動 ②

災 害 に 関 す る 基 礎 的 事 項 、 災 害 発 生 時 の 対 応 に つ い て 知 り 、 災 害 看 護 に 必 要
な 知 識 ・ 技 術 を 習 得 す る 。

准保 助 看

1 9
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

が ん 薬 物 療 法 を 受 け る 患 者 の 支 援

が ん 薬 物 療 法 を 受 け る 患 者 の 支 援 に 必 要 な 基 礎 知 識 ・ 方 法 を 理 解 す る 。

5 9
コ ー ス N o.

明 日 か ら 人 材 育 成 に 活 用 で き る ！ ！

6 ス テ ッ プ モ デ ル を 用 い た 「 経 験 学 習 支 援 」 の コ ツ

教 育 に 携 わ る 看 護 職 が ス タ ッ フ へ の 指 導 ・ か か わ り に 活 用 す る た め 、 「 6 ス テ ッ
プ モ デ ル を 用 い た 経 験 学 習 」 の 支 援 の コ ツ を 理 解 す る 。

※ メ ー ル に 「 氏 名 」 と 「 所 属 施 設 名 」 と 「 希 望 日 」 を 入 力 し て 送 信 く だ さ い 。
　 参 加 に 必 要 な 内 容 を 返 信 い た し ま す。

5 8
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

コ ー チ ン グ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ①

職 場 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 効 果 的 に 行 う た め に 、 コ ー チ ン グ の 概 念 と 基 本 的 な 姿 勢 を 理 解 す る 。

1 7
コ ー ス N o.

¥ 6, 6 0 0 

み ん な で 考 え る 看 護 倫 理 ： 基 礎 編

看 護 職 が 直 面 す る 倫 理 的 問 題 の 解 決 に 必 要 な 知 識 ・ 思 考 プ ロ セ ス を 理 解 す る 。

あ ら ゆ る 場 で 働 く １ ～ ４ 年 目 相 当 の 看 護 職

【 完 全 オ ン ラ イ ン ： ラ イ ブ 配 信 型 】

【 完 全 オ ン ラ イ ン ： ラ イ ブ 配 信 型 】

¥ 2, 2 0 0 保 助 看指 導 や 教 育 に 携 わ る 【 完 全 オ ン ラ イ ン ： ラ イ ブ 配 信 型 】

1 6
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

実 践 に 活 か す 輸 液 管 理 の 基 礎 知 識
～ 安 全 に 実 施 す る た め に 看 護 師 が 知 っ て お く べ き こ と ～

輸 液 を 安 全 に 実 施 す る た め に 必 要 な 輸 液 管 理 の 基 礎 知 識 を 習 得 す る 。 　 　

あ ら ゆ る 場 で 働 く 看 護 職

1 5
コ ー ス N o.

¥ 6, 6 0 0 

悩 ん だ ら や っ て み よ う ！ 心 を し な や か に し て 働 く 方 法

中 堅 看 護 師 が 心 の し な や か さ を 育 み な が ら 自 身 で 問 題 解 決 す る 方 法 を 学 ぶ 。

1 4
コ ー ス N o.

2 0 2 4 年 8 月 〜 9 月 開 催 予 定 の 短 期 研 修 の お 知 ら せ

研 修 の 詳 細 と 申 込 み に つ い て は 、
右 記 Q R コ ー ド か ら ご 確 認 く だ さ い 。

大 阪 府 看 護 協 会 研 修 ペ ー ジ

【 完 全 オ ン ラ イ ン ： ラ イ ブ 配 信 型 】

8

2
0
2
4 A u g u st

申 込 期 間  6 /1 （ 土 ） ▶ 2 5 （ 火 ） 9

2
0
2
4 Se pte m ber

申 込 期 間  7 /1 （ 月 ） ▶ 2 5 （ 木 ）

1 8
コ ー ス N o.

¥ 2, 2 0 0 

（ C L o C Mi P ® レ ベ ル Ⅲ 認 証 申 請 の た め の 研 修 と も 兼 ね て い る ）

准保 助 看

保 助 看

新 生 児 の フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト に つ い て 理 解 し 、 異 常 の 早 期 対 応 が で き る 。
臨 床 推 論 の 基 本 を 理 解 し 、 実 際 の 事 例 を 通 し て 妊 娠 期 の 臨 床 推 論 の プ ロ セ ス
を 体 験 す る こ と で 、 実 際 の 臨 床 の 場 で 臨 床 推 論 を 活 用 す る こ と が で き る 。

1 3
コ ー ス N o.

¥ 4, 4 0 0 

よ り 良 い 意 思 決 定 に 向 け た ナ ッ ジ の 活 用
～ 看 護 現 場 に お け る 課 題 解 決 の 一 方 法 ～

ナ ッ ジ を 用 い た よ り 良 い 意 思 決 定 支 援 ・ 看 護 現 場 に お け る 課 題 解 決 方 法 を 学 ぶ 。

あ ら ゆ る 場 で 働 く 看 護 職

【 完 全 オ ン ラ イ ン ： ラ イ ブ 配 信 型 】¥ 2, 2 0 0 

が ん 放 射 線 治 療 の 最 前 線

現 在 の 最 新 の が ん 放 射 線 治 療 に つ い て 、 情 報 を 得 る こ と で 、 が ん 患 者 の 看 護 に 役 立 て る 。

准保 助 看

准保 助 看実 務 経 験 5 年 目 以 上 の

2 ～ 1 0 年 目 の

准保 助 看が ん 看 護 に 関 わ っ て い る

※ 実 技 演 習 は あ り ま せ ん

＊ N o .5 8 と 6 3 は 同 内 容

＊ N o .9 と 2 0 は 同 内 容

＊ N o .6 7 と 7 2 は 同 内 容

受 講 条 件 ・ 備 考受 講 料 （ 税 込 ） 保 健 師保 助 産 師助 看 護 師看 准 看 護 師准

大 阪 府 看 護 協 会  認 定 看 護 師 教 育 過 程

T E L. 0 6 - 6 9 6 4 - 5 5 5 0

E m ail. c n - st aff @ o s a k a - k a n g o k y o k ai. or.j p

入 学 希 望 者 説 明 会

2 0 2 4 年

7 月 1 0 日

2 0 2 5 年 度

日 程 時 間

ス キ ル ア ッ プ で

キ ャ リ ア ア ッ プ

当 教 育 課 程 の 概 要 や 入 試 案 内 な ど を ご 説 明 い た し ま す 。

水

ク リ テ ィ カ  ル  ケ ア  認 定 看 護 師 教 育 課 程

W e b 配 信

新 生 児 の フ ィ ジ カ ル ア セ ス メ ン ト   臨 床 推 論

図 書 室 よ り お  知 ら せ

通 常 総 会 の た め 、右 記 日 程 は
終 日 休 室 い た し ま す 。 6 月 1 8 日 　  ・ 1 9 日火 水

オ ン ラ イ ン で

研 修 に

チ ャ レ ン ジ ！

第 1 2 回 大 阪 府 看 護 学 会

～ 看 護 の 力 で キ ラ め く 未 来 へ ～

※ 詳 細 は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

お 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 先

申 込 期 日

6 月 末
ま  で ！

1 4： 0 0
1 5： 0 0

テ ー マ と 開 催 日 が 決 定 し ま し た ！

開 催 方 法
ハ イ ブ リ ッ ド 開 催
（ 会 場 開 催 + 後 日 オ ン デ マ ン ド 配 信 ）

会 場 大 阪 府 看 護 協 会 ナ ー シ ン グ ア ー ト 大 阪

演 題 募 集 期 間 2 0 2 4 年 6 月 3 日 ～ 7 月 1 9 日 予 定

2 0 2 4 年

ハ ッ シ ュ タ グ

＃ 健 康 社 会 2 4

交 流 集 会 あ り ！
み ん な で

語 り ま し ょ う ！

2 0 2 4 年

1 2
7

土
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Step. 3

Step. 2

医 療 安 全  通 信医 療 安 全 対 策 委 員 会

大 阪 府 看 護 協 会 で は 、 安 全 管 理 に 携 わ る 者 で 構 成 す る 「 医 療 安 全 対 策 委 員 会 」 を 中 心 と し た � � 支 部 の 医 療 機 関 が 、 安 全 に 関 す る

情 報 交 換 や 共 有 、 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 図 っ て き ま し た 。 そ し て 、 府 内 の 医 療 安 全 の 推 進 を 目 的 と し た 「 支 部 医 療 安 全 交 流 会

（ 以 下 、 交 流 会 ） 」 を � � � � 年 か ら 運 営 し て き ま し た 。「 交 流 会 」 に は 多 職 種 の 方 が 入 会 し て お り 、 医 療 機 関 の 規 模 や 機 能 等 に か か わ ら ず

様 々 な 情 報 交 換 や  検  討  を  行 っ て  い  ま す 。

委 員 会 か ら 情 報 を 発 信 し た り 、「 交 流 会 」 か ら 問 題

が 提 議 さ れ た り と 相 互 に 情 報 共 有 を 行 っ て い ま す 。

医 療 安 全 管 理 者 に は 、 様 々 な 相 談 ご と の 連 絡 が あ

り ま す が 、 管 理 者 自 身 は 「 誰 に 相 談 す れ ば 良 い の

か 分 か ら な い 」 な ん て こ と は あ り ま せ ん か ？

「 交 流 会 」 は 、 そ ん な 管 理 者 が 集 ま り 、 以 下 の よ う な

情 報 共 有 や 意 見 交 換 を 行 い な が ら ネ ッ ト ワ ー ク を

広  げ て い ま す 。

コ ロ ナ 禍 の � � � � ～ � � � � 年 は 、 緊 急 事 態 宣 言 や 蔓 延 防 止 措 置 の 長 期

化 、 参 集 制 限 等 に よ り 、 委 員 会 や 交 流 会 の 中 止 を 余 儀 な く さ れ ま し た 。

し か し 、 リ モ ー ト 会 議 や メ ー ル を 利 用 し た 開 催 に よ り 参 加 者 が 増 加 し た

支  部  も あ り ま し た  。

医 療 安 全 研 修 や オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

な ど に 、 是 非 ご 活 用 く だ さ い 。 ど ち ら

も 大 阪 府 看 護 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ か

ら ダ ウ ン ロ  ー ド で き ま す 。

医 療 安 全 交 流 会 支 え 合 い ・ 学 び 合 お う
「 支 部 医 療 安 全 交 流 会 」 を 通 じ た 顔 の 見  え る ネ ッ ト ワ  ー  ク

当 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ

「 ダ  ウ ン ロ ー ド 」 を

ク リ ッ ク

「 資 料 集 」 の

「 支 部 医 療 安 全

交  流  会  運  営  マ ニ ュ ア ル 」

を  ク リ ッ ク

各 支 部 の 「 交 流 会 」 は 、 当 協 会 の

「 医 療 安 全 対 策 委 員 」 が 中 心 と な り 、 運 営 を 行 う

研 修 企 画 、 医 療 事 故 調 査 、 ハ ラ ス メ ン ト 、 医 薬 品 、

転  倒 ・ 転  落  、 モ  ニ  タ  ー  ア  ラ  ー  ム  、

近 畿 厚 生 局 適 時 調 査 ・ 保 健 所 立 入 検 査 、

マ ニ ュ ア ル 、 地 域 連 携 　 な ど

支 部 医 療 安 全 交 流 会 参 加 状 況 の 推 移

支 部 医 療 安 全 交 流 会 活 動

Step. 1

「 支 部 医 療 安 全 交 流 会

入 会 申 込 書 」

を  ダ  ウ ン ロ ー ド し 、

必 要 事 項 を 記 入 の 上 、

下  記  ア ド レ ス  に  送  信

a n z e n s hi e n @ o s a k a- k a n g o k y o k ai. o r.j p送 信 先

交 流 会 入 会 方 法

I nf or m ati o n

「 み ん な の 医 療 安 全 」 動 画 、

「 医 療 安 全 ポ  ケ  ッ ト  マ  ニ  ュ  ア  ル 」 を
作 成 し ま し た !

00

5 0

1 0 0

1 5 0

2 0 0 1 0 0 0

8 0 0

6 0 0

4 0 0

2 0 0

（ 施 設 数 ） （ 人 数 ）
コ ロ ナ 禍

16 6
15 6 15 5

17 8
16 9

15 0 15 0

17 0

14 4

7 2 3
6 6 2

6 2 2

7 3 0 7 7 3

6 7 3

41 4
5 0 0

7 0 4

2 0
1 4

年

2 0
1 5

年

2 0
1 6

年

2 0
1 7

年

2 0
1 8

年

2 0
1 9

年

2 0
2 0

年

2 0
2 1

年

2 0
2 2

年

相 談 情 報 提 供

各 支 部 交 流 会 を
通 じ て 安 全 に 関 す る

問 題 や 情 報 を
共 有 す る

委 員 会 で 検 討 し た
内 容 を 各 支 部 に

フ ィ ー ド バ ッ ク す る 医 療 安 全 対 策 委 員 会

各 支 部 交 流 会

中 小 病 院 訪 看  S T ク リ ニ ッ ク 老 健 施 設 大 病 院 サ ナ ト リ ウ ム

相 談 ネ ッ ト ワ ー ク 検 討

報 告

C h e c k !
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と も に つ な が る 地 域 包 括 ケ ア の 実 践 へ

～ お 互 い の 特 性 を 知 る こ と が う ま く つ な が る カ ギ ～

支 部 理 事 　 白 石 由 美

コ ロ ナ を 乗 り 越 え 、 い ろ い ろ な 部 署 や 職 種 が お 互 い 支 え あ い 、 話 し 合 い 、 と も に 向 上 し て い

く こ と を 目 的 と し て 、 看 護 職 交 流 会 を 開 催 し て い る 。 今 回 は 、� 事 例 発 表 後 に 「 明 日 か ら で き

る 連 携 の 仕 組 み づ く り 」 を テ ー マ に グ ル ー プ ワ ー ク を 実 施 し 、 更 な る 地 域 包 括 ケ ア 推 進 に

向 け て 、 お 互 い の 特 性 を 知 る こ と が 、 病 院 か ら 在 宅 へ ス ム ー ズ に つ な ぐ カ ギ と な る こ と を

共 有 認 識 し 、 有 意 義 な 会 と な っ た 。

� � � � 年 � � 月 よ り 、 患 者 様 や 家 族 へ の サ ー ビ ス 向 上 の た め 、 他 院 か ら 当 院 の 緩 和 ケ ア 病 棟 ・ 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟 ・ 地 域 包

括 ケ ア 病 棟 ・ 療 養 病 棟 （ 急 性 期 病 棟 以 外 の 病 棟 ） へ 転 院 時 の 迎 車 を 開 始 。

A D L が 車 い す 且 つ 医 療 行 為 が な い 患 者 様 に つ い て 搬 送 員 が お 迎 え 。ス ト レ ッ チ ャ ー や 医 療 行 為 の あ る 場 合 、 看 護 師 同 乗 で 迎 え に

行  く こ と  を  は  じ  め  ま  し  た ! !

※ 国 家 公 務 員 共 済 組 合 枚 方 公 済 病 院
　 地 域 連 携 患 者 さ ん 支 援 セ ン タ ー
　 副 セ ン タ ー 長 看 護 主 任 北 本 広 美 発 表 「 お う ち へ 帰 ろ う 」 よ り 要 約

枚 方 市 ・ 寝 屋 川 市 ・ 交 野 市 ・ 四 条 畷 市 ・ 門 真 市 ・ 大 東 市 ・ 守 口 市

府 北 東
支 部ふ ほ  く と  う

地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 推 進 に 向 け た

取 り 組 み 事 例 を 共 有 し 、 自 施 設 に 生 か そ う ！

支 部 理 事 　 谷 岡 美 佐 枝

西 区 ・ 福 島 区 ・ 西 淀 川 区 ・ 此 花 区 ・ 港 区 ・ 大 正 区

市 西
支 部し に し

各 施 設 や 各 職 能 か ら 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 推 進 に 向 け た 取 り 組 み 事 例 を 共 有 す る こ と に よ っ て 、 自 施 設 の

事 業 計 画 に 取 り 入 れ る 施 設 が 出 て き て お り 、 地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム 推 進 に 寄 与 し た と 評 価 し て い る 。

開 催 後 、 麻 薬 の 使 用 方 法 に つ い て 知 り た い と い う 意 見 が 多 数 あ っ た 。 連 携 会 を 対 面 で で き た こ と で 、 送 迎 に つ い て の 紹 介 や 緩 和 ケ ア

病 棟 に 入 る ま で の 流 れ な ど の 質 問 に お 答 え し 、 有 意 義 な 時 間 と な っ た 。

※ D 病 院 の 取 り 組 み よ り

緩 和 医 療 連 携 会 の 開 催 （ 年 � 回 ）

大 阪 市 此 花 区 内 の 歯 科 医 師 会 ・ 薬 剤 師 会 ・ 介 護 保 険 在 宅 サ ー ビ ス 提 供 事 業 所 な ど � � 名

緩 和 ケ ア 病 棟 に つ い て 説 明 後 、 参 加 者 医 師 と の 意 見 交 換 会

サ ー ビ ス 向 上 の た め 迎 車 を 開 始 ！

参 加 者

内 容

令 和 � 年 � 月 、� � 歳 以 上 の 要 支 援 と 要 介 護 を 受 け て い

な い �, � � � 人 を 対 象 に 「 高 齢 者 の 健 康 づ く り 等 に 関 す

る 実 態 調 査 」 実 施 。「 自 宅 で 最 期 を 迎 え た い と 思 っ て い

る 」 と い う 回 答 は 約 � 割 で 、 令 和 元 年 度 の 調 査 と 比 較

す る と � 倍 に 増 加  。 そ の 中 で 、 在 宅 へ ス ム ー ズ に つ な ぐ

こ と が で き な い １ 要 因 と し て 、 病 院 側 （ 医 師 ・ 看 護 師 ）

が 在 宅 で の 医 療 行 為 を 理 解 し て い な い こ と が わ か っ

た 。 そ こ で 、 訪 問 看 護 師 と の 同 行 研 修 と 、 病 院 か ら 訪 問

看 護 ス テ ー シ ョ ン へ の 出 向 事 業 を 実 施 し た 。 今 回 の

取 り 組 み を 通 し て 、 病 院 ・ 訪 問 看 護 ・ 地 域 包 括 ケ ア セ ン

タ ー そ れ ぞ れ の 特 性 を 共 通 認 識 し 、 連 携 を 強 め る こ と

が で き た 。

事 例 紹 介   『 緩 和 医 療 連 携 会 の 開 催 ・ 迎 車 シ ス テ ム の 開 始 』

事 例 紹 介   『 同 行 研 修 と 出 向 事 業 』 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン へ の 同 行 研 修

➀ 在 宅 患 者 と 入 院 患 者 の 違 い を 知 る

➁ 在 宅 支 援 の 方 法 を 知 り 、 在 宅 療 養 を 進 め る こ と が で き る
目 的

主 任 看 護 師 、 退 院 支 援 委 員 会 の ス タ ッ フ対 象

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン へ の 出 向 事 業

➀ 在 宅 支 援 能 力 の 向 上 を 図 る

➁ 出 向 後 は 、 当 院 看 護 師 へ 在 宅 療 養 に つ い て の 教 育 を

　 行 う こ と で 退 院 支 援 機 能 の 強 化 に つ な げ る

➂ 出 向 先 の 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン に お い て は 多 様 な

　 人 材 育 成 、 活 用 に な り 得 る

目 的

訪 問 看 護 に 興 味 が あ る ス タ ッ フ対 象

患 者 様 や ご 家 族 へ の

サ ー ビ ス 向 上 の 為 に ！

訪 問 看 護 師 1 5 名 ・ 病 院 看 護 師 4 6 名 ・

行 政 保 健 師 2 名 ・ ケ ア マ ネ ジ ャ ー 1 名

地 域 包 括 ケ ア セ ン タ ー 看 護 師 2 名 ・

看 護 学 校 教 員 1 名

6 7 名参 加 者

市 立 ひ ら か た 病 院 （ 講 堂 ）会 場

令 和 6 年 2 月 3 日 （ 土 ）

9 時 3 0 分 ～ 1 3 時
日 時

み ん な のみ ん な の
S H I K A T S UB U

今 回 は 、 府 北 東 ・ 市 西 の 2 支 部 の ご 紹 介 で す ！
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　 当 院 は 松 原 市 に あ る 一 般 病 床 、 地 域 包 括 病 床 、 療 養 型 病 床 、 介 護

医 療 院 ※ を 有 す る 病 院 で 、 看 護 部 で は 看 護 師 や 准 看 護 師 、 介 護 福 祉 士 、

介 護 士 、 看 護 助 手 と 様 々 な 職 種 が 、 日 々 看 護 ・ 介 護 サ ー ビ ス を 提 供 し て

い ま す 。

　 看 護 部 で は 、 看 護 ・ 介 護 の 質 の 向 上 や 、 や り が い の あ る 職 場 環 境 を 目

指 し て 、 体 系 的 教 育 に 基 づ い た 人 材 育 成 を 行 っ て い ま す 。 日 本 看 護 協 会

の 看 護 師 ク リ ニ カ ル ラ ダ ー 表 を も と に 、 当 院 に 合 わ せ て ラ ダ ー を 見 直

し 、 目 標 到 達 に む け 集 合 研 修 や 指 導 計 画 、 評 価 表 を 用 い た 現 場 教 育 を

行 っ て い ま す 。2 0 2 2 年 度 よ り 教 育 担 当 の 主 体 を 副 看 護 師 長 会 と し 、 集

合 研 修 の 企 画 ・ 運 営 か ら 、 研 修 後 の 現 場 教 育 に 取 り 組 ん で い ま す 。

　 介 護 医 療 院 で は 、 意 思 疎 通 が 困 難 で 四 肢 拘 縮 の あ る 長 期 療 養 の 方 も 多 く 、 看 護 職 ・ 介 護 職 が 協 働 し て ケ ア を 実 施 し て い ま す 。

オ ム ツ 交 換 、 移 乗 、 食 事 介 助 な ど の 日 常 生 活 の 面 に お い て は 介 護 技 術 も 取 り 入 れ て 、 合 同 研 修 を 実 施 し て い ま す 。 特 に オ ム ツ 交

換 で は オ ム ツ の 選 択 や 漏 れ な い あ て 方 の 工 夫 な ど 、 お む つ フ ィ ッ タ ー の 資 格 を 持 っ た 職 員 へ 依 頼 し 、 専 門 知 識 の 習 得 を 行 っ て い

ま す 。 ま た 、 患 者 体 験 を 取 り 入 れ た 研 修 が 好 評 で す 。 す べ て の ス タ ッ フ が 教 育 に 関 わ り 、 み ん な で 成 長 で き る よ う 取 り 組 ん で い ま す 。

”
“ 病 院 全 体 で 人 材 育 成

み ん な で 育 て る 、

み ん な で 成 長 す る
社 会 医 療 法 人 垣 谷 会 明 治 橋 病 院

リ レ ー ト ー ク
R ela y  ta lk

高 齢 者 体 験

要 介 護 者 で あ っ て 、 主 と し て 長 期 に わ た り 療 養 が 必 要 で あ る 者 に 対 し 、 施 設 サ ー ビ ス 計 画 に 基 づ い て 、 療 養 上 の 管 理 、 看 護 、

医 学 的 管 理 の 下 に お け る 介 護 お よ び 機 能 訓 練 そ の 他 必 要 な 医 療 並 び に 日 常 生 活 上 の 世 話 を 行 う こ と を 目 的 と す る 施 設 。
※ 介 護 医 療 院

体 位 変 換 研 修

大 阪 国 際 交 流 セ ン タ ー

右 記 の 専 用 申 込 フ ォ ー ム か ら お 申 込 み く だ さ い 。

合 同 職 能 集 会

保 健 師 ・ 助 産 師 ・ 看 護 師 会 場

令 和

年 度
6

6  1 9
9 :2 0 ～ 1 1 :2 0

月 日 （ 水 ）2 0 2 4 年

5 月 1 0 日 （ 金 ） ～
　 6 月 1 3 日 （ 木 ） 迄

（ 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 8 -2 -6 ）

日 時 （ 通 常 総 会 同 時 開 催 ）

ア ク セ ス
O s a k a M etr o「 谷 町 九 丁 目 」 駅
徒 歩 5 0 0 m

「 四 天 王 寺 前 夕 陽 ケ 丘 」 駅
徒 歩 5 0 0 m

近 鉄 「 大 阪 上 本 町 」 駅
徒 歩 4 0 0 m

申 込 み 期 間
各 職 能 が 1 年 間 取 り 組 ん で き た

課 題 に つ い て 報 告 し 、
意 見 交 換 を し ま す 。

ぜ ひ 多 く の 方 の ご 参 加 を ！

※ お 弁 当 の 販 売 は ご ざ い ま せ ん の で 、 午 後 か ら 通 常 総 会 に 参 加 さ れ る 方 は 各 自 ご 用 意 く だ さ い 。

広 告
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春 の  叙 勲令
和

6年

受 章 お め で と う
ご ざ い ま す

元 市 立 東 大 阪 医 療 セ ン タ ー

看 護 局 長 田 中  春 美 さ ん

瑞 宝 双 光 章

元 府 中 病 院

看 護 部 看 護 部 長

瑞 宝 双 光 章

田 邉  博 子 さ ん

さ ん  が

登  場 し ま す !!

天 才 ピ ア ニ ス ト

8 3 土月 日

決 定

2 0 2 4 年 度 「 看 護 の 日 ・ 看 護 週 間 」 事 業

夏 休 み
イ ベ ン ト

詳 細 は ホ ー ム ペ ー ジ に て
随 時 更 新 し ま す 。

広 告

シ モ ン ズ  ベ ッ ド  ギ ャ ラ リ ー フ ェ ア

事 前

予 約 制

会 期 5 月 2 3 日 （ 木 ） ～ 6 月 1 0 日 （ 月 ）

会 場 大 阪 ・ 京 都 ・ 神 戸 　 各 ギ ャ ラ リ ー
※ 午 前  1 0  時 ～ 午 後  7  時 閉 場 。

※ 定 休 日 :  火 曜 日 ・ 水 曜 日

二 次 元 コ ー ド よ り ご 予 約 の う え 、

ご 来 場 い た だ け ま す よ う

お  願  い  い た し ま す 。  

カ タ ロ グ 商 品 を 特 別 価 格 に て ご 提 供 。

※ 一 部 除 外 品 も ご ざ い ま す 。

ご 成 約 の 方 に オ リ ジ ナ ル ピ ロ ー プ レ ゼ ン ト 。

〈 ご 購 入 特 典 〉

1

2

最 適 な マ ッ ト レ ス を 見 つ け ま せ ん か 。

〒 7 3 0- 0 0 4 1 
大 阪 市 西 区 靭 本 町 1- 5- 1 5 第 二 富 士 ビ ル 1 F

【 電 話 】 0 6 - 6 4 4 9 - 7 2 6 6

【 営 業 時 間 】 午 前 1 0 時 ～ 午 後 7 時

地 下 鉄 四 つ 橋 線 本 町 駅 [ 2 5 番] 出 口 か ら 徒 歩 1 分

専 用 駐 車 場 は ご ざ い ま せ ん の で 、
お 車 で ご 来 場 の 際 は 、
お 近 く の 有 料 駐 車 場 を ご 利 用 く だ さ い 。

【 お 車 で の ご 来 場 】

お 問 い 合 わ せ ： 大 阪 シ モ ン ズ ギ ャ ラ リ ー

専 門 の 販 売 員 が お 客 さ ま に 合 っ た ベ ッ ド を
ご 提 案 さ せ て い た だ き ま す 。

丸 紅 サ ー ビ ス 株 式 会 社 主 催

広 告

講 　  師 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル プ ラ ン ナ ー 牧  孝 光
☎連 絡 先
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6
令和　年度 通常総会6

委任状について

ORDINARY GENERAL MEETING

総会は、定款第19条によりすべての正会員の過半数の出席をもって成立します。出席できない方は、次の点をご留意の上、委任状
を必ず期日までにご提出ください。なお、総会当日に委任状をご持参されても、原則、お受けできません。

令和6年6月19日（水）  13：00～16：00（受付12：30～）日   時

大阪国際交流センター 大ホール
〒543-0001 大阪市天王寺区上本町8-2-6
Osaka Metro「谷町九丁目」駅・「四天王寺前夕陽ヶ丘」駅 徒歩500ｍ/近鉄「大阪上本町」駅 徒歩400ｍ

※総会当日は本冊子をご持参ください。

場   所

PROGRAM
12:30

12:50

13:00

13:30

13:50

開場・受付

オリエンテーション

開会
物故会員への黙とう
会長挨拶
来賓祝辞
来賓紹介
祝電披露

大阪府看護協会長表彰

開会宣言
議長団選出
議事録署名人選出
令和5年度 総会議事録朗読

午前中は令和6年度保健師・助産師・看護師合同職能集会を開催します。
詳細は「おおさか看護だよりvol.154」P6をご覧ください。

14:00

14:40

15:50

16:00

議決事項
第一号議案　令和5年度 決算報告及び監査報告
第二号議案　令和6年度 改選役員の選出及び推薦委員の選任
令和7年度日本看護協会代議員及び予備代議員の選出

会長報告
報告事項1　令和5年度 事業報告
報告事項2　令和6年度 重点事業及び事業計画
報告事項3　令和6年度 資金収支予算及び収支予算

旧役員及び旧委員への謝辞
旧役員及び旧委員代表の挨拶
新役員の紹介・代表の挨拶

閉会

※進行上の都合により時間等が変更になることがあります。

□自署、捺印がないものは無効です。　□提出方法は郵送またはご持参ください。（メール・ＦＡＸは無効）
□議決の委任については、会長以外に委任する場合、必ず出席する会員の氏名をご記入ください。

提出期限は
令和6年6月5日（水）まで



常
任
理
事

役職名 氏  名 職能 施設名任期

監
事

理
事（
支
部
長
）

推
薦
委
員

弘川 摩子

清水 美子

桑鶴 由美子

丸尾 明代

荒尾 晴惠

笠井 千秋

三輪 恭子

中 由美

石井 美津子

村井 一雅

岸 恵美

越智 比奈子

髙須 久美子

小原 真栄美

樋口 尚子

神田 さつ樹

正木 美紀子

三成 都由子

大木 規子

谷田 由紀子

森川 京香

木原 美香

米倉 修司

中根 祥子

原島 由美

宮﨑 清美

錦 智恵

井出 由起子

上場 博子

辻 節子

内田 宣江

渋谷 真佐子

土井 佐知子

藤尾 泰子

伊藤 都

小野 由加子

谷岡 明美

竹山 亜未

永野 伸子

高見 清美

森本 裕子

檜 晋輔

安本 マリ

伊地知 仁美

髙須 久美子

松尾 文美

北田 美奈子

横山 敦史

岩田 聡子

池田 弘子

島村 里香

木下 明美

菊澤 好己

仁尾 上総

藤本 圭子

小原 真栄美

上杉 康司

浅越 有美

吉屋 直美

許 由希

中嶋 早苗

樋口 尚子

森 真代

杉原 健彦

大藏 珠己

竹野内 佳寿子

鵜瀬 智美

小玉 裕加子

冨永 ルミ子

小野 真紀

梯 千鶴

田中 真由美

荒瀧 久美

川添 香

土海 由紀

堂本 香代子

後藤 清美

谷口 優子

桝田 晴美

夫 春子

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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1

1

1
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1
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1
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看

看

看
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看
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看
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看
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看
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看

看

看

看

看

看

看

看

助

看

保

助

看

保

看

会長

副会長

専務理事

常務理事

教育・学会担当理事

労働環境担当理事

地域包括ケア担当理事

保健師職能理事

監事

監事

府北支部理事

府北西支部理事

府北東支部理事

府東支部理事

市北支部理事

市西支部理事

准看護師理事

府北支部

府北西支部

府北東支部

府東支部

市北支部

市西支部

市東支部

市南支部

堺支部

府南支部

泉南支部

公益社団法人 大阪府看護協会

公立大学法人大阪 本部事務機構

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

国立大学法人 大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻

近畿大学病院

公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院 看護学研究科 実践看護科学領域

ー

ー

税理士法人村井会計事務所

高槻赤十字病院

市立豊中病院

社会医療法人美杉会グループ

医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立十三市民病院

公益社団法人日本海員掖済会大阪 大阪掖済会病院

社会医療法人ペガサス 馬場記念病院

社会医療法人愛仁会 高槻病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会吹田病院

関西医科大学総合医療センター

医療法人恵生会 恵生会病院

社会医療法人協和会 加納総合病院

社会医療法人きつこう会 多根総合病院

社会福祉法人石井記念愛染園附属 愛染橋病院

医療法人高遼会 高遼会病院

社会医療法人清恵会 清恵会病院

医療法人樫本会 樫本病院

地方独立行政法人 りんくう総合医療センター

医療法人恒昭会 藍野病院

一般社団法人 高槻市医師会看護学校

医療法人友紘会 彩都友紘会病院

医療法人成和会 ほうせんか病院

社会医療法人東和会 第一東和会病院

社会医療法人愛仁会 愛仁会看護助産専門学校

医療法人協和会 千里中央病院

社会医療法人愛仁会 井上病院

公益財団法人唐澤記念会 大阪脳神経外科病院

市立池田病院

医療法人せいわ会 彩都リハビリテーション病院

社会医療法人純幸会 関西メディカル病院

地方独立行政法人 市立吹田市民病院

社会医療法人北斗会 さわ病院

関西医科大学香里病院

関西医科大学附属病院

社会医療法人美杉会グループ

社会医療法人ONE FLAG 牧リハビリテーション病院

独立行政法人地域医療機能推進機構 星ヶ丘医療センター

地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪精神医療センター

関西医科大学くずは病院

社会医療法人彩樹 守口敬仁会病院

関西医科大学附属病院

社会医療法人美杉会 佐藤病院

社会福祉法人天心会 小阪病院

医療法人清心会 八尾こころのホスピタル

医療法人徳洲会 東大阪徳洲会病院

医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院

医療法人社団丸山会 八戸の里病院

医療法人藤井会 藤井会リハビリテーション病院

医療法人渡辺医学会 桜橋渡辺未来医療病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会中津病院

社会医療法人真美会 大阪旭こども病院

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立十三市民病院

社会医療法人ONE FLAG牧病院

宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション 淀川キリスト教病院

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立総合医療センター

一般財団法人 住友病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会泉尾病院

公益財団法人淀川勤労者厚生協会 西淀病院

社会医療法人きつこう会 多根記念眼科病院

社会医療法人愛仁会 千船病院

社会福祉法人大阪暁明館 大阪暁明館病院

独立行政法人地域医療機能推進機構 大阪病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会野江病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会野江病院

社会医療法人ささき会 藍の都脳神経外科病院

大阪市天王寺区役所保健福祉課

大阪済生会野江看護専門学校

社会医療法人寿会 富永病院

大阪市東成区保健福祉センター

医療法人穂翔会 村田病院
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予

予

予

予

予

南條 幸美

堀川 勝子

本田 弘美

西谷内 由美

森尾 千代子

青木 和美

前原 陽子

北原 幸代

檜本 佳野

坂田 順子

森脇 登志

中野 紀子

村井 真由美

中島 雅美

田坂 一枝

下田 知恵利

村上 亜弥

大野 勇介

西野 万寿子

池田 美子

梅本 紀子

江籠 カエコ

河原 寿賀子

木下 美紀

今西 裕子

清水 美子

桑鶴 由美子

丸尾 明代

荒尾 晴惠

笠井 千秋

三輪 恭子

中 由美

松山 栄子

中筋 知美

遠藤 瑞穂

石井 美津子

三井 佐代子

正木 美紀子

中野 慎也

藤井 照代

柴谷 涼子

山口 世志子

本多 日出美

岡森 景子

平良 由記子

髙木 詠子

黒岡 多佳子

森坂 佳代子

畑井 由美子

落合 直子

中田 淳子

和田 美由紀
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公立大学法人大阪 大阪公立大学医学部附属病院

フォーリーブス訪問看護ステーション

大阪市住之江区保健福祉センター

西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院

医療法人慈心会 あびこ病院

社会医療法人緑風会 緑風会病院

社会医療法人生長会 ベルランド総合病院

社会医療法人同仁会 耳原総合病院

堺市南保健センター

堺市中保健センター

公益財団法人 浅香山病院

独立行政法人労働者健康安全機構 大阪労災病院

医療法人春秋会 城山病院

医療法人宝生会 PL病院

社会医療法人さくら会 さくら会病院

地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪はびきの医療センター

医療法人昌円会 高村病院

医療法人はぁとふる 運動器ケアしまだ病院

市立貝塚病院

岸和田市医師会看護専門学校

医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院

医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院

大阪府泉佐野保健所

社会医療法人慈薫会 河崎病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会大阪乳児院

公立大学法人大阪 本部事務機構

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

国立大学法人 大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻

近畿大学病院

公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院 看護学研究科 実践看護科学領域

ー

日本赤十字社 大阪赤十字病院

地方独立行政法人 市立吹田市民病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会大阪北リハビリテーション病院

ー

ー

社会医療法人ペガサス 馬場記念病院

社会医療法人慈薫会 河崎病院

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

支部 氏  名 職能 施設名
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公益社団法人日本看護協会　定款細則第23条（都道府県看護協会への委託）による。公益社団法人大阪府看護協会　代議員及び予備代議員選
出に関する規程第20条に基づき、令和7年度代議員及び予備代議員候補者を下記のとおり公示します（選挙管理委員会）。

令和7年度 日本看護協会代議員及び予備代議員の選出令和6年度 通常総会資料

公益社団法人大阪府看護協会　選挙に関する規程第16条に基づき、令和6年度改選役員及び推薦委員候補者を次のとおり公示します
（選挙管理委員会）。

令和6年度 改選役員の選出及び推薦委員の選任
第二号議案

令和5年度決算がまとまり、監事により貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び事業報告書並びにこれらの附属明細について監査を
受けました。決算書及び監査結果につきましては、総会で報告し、承認いただきます。

令和5年度 決算報告及び監査報告
第一号議案 

ー 01 ー　令和6年度 通常総会 令和6年度 通常総会　ー 02 ー



常
任
理
事

役職名 氏  名 職能 施設名任期

監
事

理
事（
支
部
長
）

推
薦
委
員

弘川 摩子

清水 美子

桑鶴 由美子

丸尾 明代

荒尾 晴惠

笠井 千秋

三輪 恭子

中 由美

石井 美津子

村井 一雅

岸 恵美

越智 比奈子

髙須 久美子

小原 真栄美

樋口 尚子

神田 さつ樹

正木 美紀子

三成 都由子

大木 規子

谷田 由紀子

森川 京香

木原 美香

米倉 修司

中根 祥子

原島 由美

宮﨑 清美

錦 智恵

井出 由起子

上場 博子

辻 節子

内田 宣江

渋谷 真佐子

土井 佐知子

藤尾 泰子

伊藤 都

小野 由加子

谷岡 明美

竹山 亜未

永野 伸子

高見 清美

森本 裕子

檜 晋輔

安本 マリ

伊地知 仁美

髙須 久美子

松尾 文美

北田 美奈子

横山 敦史

岩田 聡子

池田 弘子

島村 里香

木下 明美

菊澤 好己

仁尾 上総

藤本 圭子

小原 真栄美

上杉 康司

浅越 有美

吉屋 直美

許 由希

中嶋 早苗

樋口 尚子

森 真代

杉原 健彦

大藏 珠己

竹野内 佳寿子

鵜瀬 智美

小玉 裕加子

冨永 ルミ子

小野 真紀

梯 千鶴

田中 真由美

荒瀧 久美

川添 香

土海 由紀

堂本 香代子

後藤 清美

谷口 優子

桝田 晴美

夫 春子
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2
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会長

副会長

専務理事

常務理事

教育・学会担当理事

労働環境担当理事

地域包括ケア担当理事

保健師職能理事

監事

監事

府北支部理事

府北西支部理事

府北東支部理事

府東支部理事

市北支部理事

市西支部理事

准看護師理事

府北支部

府北西支部

府北東支部

府東支部

市北支部

市西支部

市東支部

市南支部

堺支部

府南支部

泉南支部

公益社団法人 大阪府看護協会

公立大学法人大阪 本部事務機構

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

国立大学法人 大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻

近畿大学病院

公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院 看護学研究科 実践看護科学領域

ー

ー

税理士法人村井会計事務所

高槻赤十字病院

市立豊中病院

社会医療法人美杉会グループ

医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立十三市民病院

公益社団法人日本海員掖済会大阪 大阪掖済会病院

社会医療法人ペガサス 馬場記念病院

社会医療法人愛仁会 高槻病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会吹田病院

関西医科大学総合医療センター

医療法人恵生会 恵生会病院

社会医療法人協和会 加納総合病院

社会医療法人きつこう会 多根総合病院

社会福祉法人石井記念愛染園附属 愛染橋病院

医療法人高遼会 高遼会病院

社会医療法人清恵会 清恵会病院

医療法人樫本会 樫本病院

地方独立行政法人 りんくう総合医療センター

医療法人恒昭会 藍野病院

一般社団法人 高槻市医師会看護学校

医療法人友紘会 彩都友紘会病院

医療法人成和会 ほうせんか病院

社会医療法人東和会 第一東和会病院

社会医療法人愛仁会 愛仁会看護助産専門学校

医療法人協和会 千里中央病院

社会医療法人愛仁会 井上病院

公益財団法人唐澤記念会 大阪脳神経外科病院

市立池田病院

医療法人せいわ会 彩都リハビリテーション病院

社会医療法人純幸会 関西メディカル病院

地方独立行政法人 市立吹田市民病院

社会医療法人北斗会 さわ病院

関西医科大学香里病院

関西医科大学附属病院

社会医療法人美杉会グループ

社会医療法人ONE FLAG 牧リハビリテーション病院

独立行政法人地域医療機能推進機構 星ヶ丘医療センター

地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪精神医療センター

関西医科大学くずは病院

社会医療法人彩樹 守口敬仁会病院

関西医科大学附属病院

社会医療法人美杉会 佐藤病院

社会福祉法人天心会 小阪病院

医療法人清心会 八尾こころのホスピタル

医療法人徳洲会 東大阪徳洲会病院

医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院

医療法人社団丸山会 八戸の里病院

医療法人藤井会 藤井会リハビリテーション病院

医療法人渡辺医学会 桜橋渡辺未来医療病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会中津病院

社会医療法人真美会 大阪旭こども病院

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立十三市民病院

社会医療法人ONE FLAG牧病院

宗教法人在日本南プレスビテリアンミッション 淀川キリスト教病院

地方独立行政法人大阪市民病院機構 大阪市立総合医療センター

一般財団法人 住友病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会泉尾病院

公益財団法人淀川勤労者厚生協会 西淀病院

社会医療法人きつこう会 多根記念眼科病院

社会医療法人愛仁会 千船病院

社会福祉法人大阪暁明館 大阪暁明館病院

独立行政法人地域医療機能推進機構 大阪病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会野江病院

社会福祉法人恩賜財団 大阪府済生会野江病院

社会医療法人ささき会 藍の都脳神経外科病院

大阪市天王寺区役所保健福祉課

大阪済生会野江看護専門学校

社会医療法人寿会 富永病院

大阪市東成区保健福祉センター

医療法人穂翔会 村田病院
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南條 幸美

堀川 勝子

本田 弘美

西谷内 由美

森尾 千代子

青木 和美

前原 陽子

北原 幸代

檜本 佳野

坂田 順子

森脇 登志

中野 紀子

村井 真由美

中島 雅美

田坂 一枝

下田 知恵利

村上 亜弥

大野 勇介

西野 万寿子

池田 美子

梅本 紀子

江籠 カエコ

河原 寿賀子

木下 美紀

今西 裕子

清水 美子

桑鶴 由美子

丸尾 明代

荒尾 晴惠

笠井 千秋

三輪 恭子

中 由美

松山 栄子

中筋 知美

遠藤 瑞穂

石井 美津子

三井 佐代子

正木 美紀子

中野 慎也

藤井 照代

柴谷 涼子

山口 世志子

本多 日出美

岡森 景子

平良 由記子

髙木 詠子

黒岡 多佳子

森坂 佳代子

畑井 由美子

落合 直子

中田 淳子

和田 美由紀
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公立大学法人大阪 大阪公立大学医学部附属病院

フォーリーブス訪問看護ステーション

大阪市住之江区保健福祉センター

西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院

医療法人慈心会 あびこ病院

社会医療法人緑風会 緑風会病院

社会医療法人生長会 ベルランド総合病院

社会医療法人同仁会 耳原総合病院

堺市南保健センター

堺市中保健センター

公益財団法人 浅香山病院

独立行政法人労働者健康安全機構 大阪労災病院

医療法人春秋会 城山病院

医療法人宝生会 PL病院

社会医療法人さくら会 さくら会病院

地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪はびきの医療センター

医療法人昌円会 高村病院

医療法人はぁとふる 運動器ケアしまだ病院

市立貝塚病院

岸和田市医師会看護専門学校

医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院

医療法人徳洲会 岸和田徳洲会病院

大阪府泉佐野保健所

社会医療法人慈薫会 河崎病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会大阪乳児院

公立大学法人大阪 本部事務機構

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

国立大学法人 大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻

近畿大学病院

公立大学法人大阪 大阪公立大学大学院 看護学研究科 実践看護科学領域

ー

日本赤十字社 大阪赤十字病院

地方独立行政法人 市立吹田市民病院

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 大阪府済生会大阪北リハビリテーション病院

ー

ー

社会医療法人ペガサス 馬場記念病院

社会医療法人慈薫会 河崎病院

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

公益社団法人 大阪府看護協会

支部 氏  名 職能 施設名
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公益社団法人日本看護協会　定款細則第23条（都道府県看護協会への委託）による。公益社団法人大阪府看護協会　代議員及び予備代議員選
出に関する規程第20条に基づき、令和7年度代議員及び予備代議員候補者を下記のとおり公示します（選挙管理委員会）。

令和7年度 日本看護協会代議員及び予備代議員の選出令和6年度 通常総会資料

公益社団法人大阪府看護協会　選挙に関する規程第16条に基づき、令和6年度改選役員及び推薦委員候補者を次のとおり公示します
（選挙管理委員会）。

令和6年度 改選役員の選出及び推薦委員の選任
第二号議案

令和5年度決算がまとまり、監事により貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録及び事業報告書並びにこれらの附属明細について監査を
受けました。決算書及び監査結果につきましては、総会で報告し、承認いただきます。

令和5年度 決算報告及び監査報告
第一号議案 
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令和5年度 事業報告 （概要）

1 看護教育及び学会等学術振興に関する事業
（1）継続教育に関する事業の実績は「2023年度教育研修実施録」

を参照
（2）「第11回大阪府看護学会」会場開催、オンデマンド配信

会場開催：2023年12月2日（土）ナーシングアート大阪　
配信期間：2023年12月11日（月）～2024年1月12日（金）

3 看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び
看護制度の改善への提言に関する事業
（1）看護実践に関する調査・研究事業
（2）看護制度に関する政策提言に関する事業

①准看護師に係る諸課題の解決に向けた取り組み
②全世代を対象とした地域包括ケアの推進
③医療安全に関する事業については、要綱「委員会活動報告」
　を参照

5 日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
（1）災害支援ナースに関する事業
（2）その他日本看護協会のセミナーに関する事業
（3）看護研究活動の支援
（4）組織運営への協力
（5）会員登録業務の受託

6 施設の貸与等に関する事業
（1）図書室の運営については、要綱「資料編」参照
（2）会館等の効率的な利用促進については、要綱「資料編」を参照

7 会員等の福利厚生等に関する事業
（1）会員及び本会関係者に対する慶弔見舞金制度
（2）会員の災害に対する見舞金制度
（3）大阪府看護協会長表彰及びその他団体の表彰等は、要綱「資

料編」を参照
（4）会員に対する情報提供

8 看護の国際交流等に関する事業
（1）国際交流への協力及び支援
（2）他団体主催の学会等への支援
（3）対がん協会への支援
（4）募金活動（災害等）

10 その他本会の目的達成をするために必要な事業
（1）広報事業

①機関紙「おおさか看護だより」、広報誌「テアテ」の充実
②公式ホームページ・SNSの運営
③府民に対する看護事業の普及啓発事業
　「看護未来展2023」
　4月19日（水）～4月21日（金）インテックス大阪にて開催
　「第10回介護＆看護EXPO」
　1月17日（水）～1月19日（金）インテックス大阪にて開催

（2）「看護の日・看護週間」に関する事業
「看護の日」PRバス出発式
5月9日（火）大阪市役所前
「看護の出前授業」
5月9日（火）あべの翔学高等学校
「体験もできちゃう！看護のセカイ」
5月13日（土）大阪医科薬科大学看護学部にて開催

9 組織の運営に関する事業
1）組織の運営に関する事業
（1）公益社団法人としての円滑な組織運営
（2）通常総会：6月21日（水）大阪国際交流センター
（3）三職能合同集会：6月21日（水）大阪国際交流センター
（4）支部の公益目的事業推進への支援
（5）運営のための諸会議の開催
　 ①常任理事会、支部理事会、定例理事会の報告は、要綱　
　　  「理事会報告」を参照
　  ②職能委員会、各委員会報告は、要綱「資料編」を参照

2）組織の強化拡大に向けた事業
（1）会員獲得に向けたPR活動
　 ①令和5年度の支部別・職能別会員数、会員数と入会率につ
　　　いては、要綱「資料編」を参照

3）大阪府・大阪市・その他関係団体、審議会等への委員派遣　　
要綱「資料編」を参照

4）関連事業に係る要望の推進　要綱「資料編」を参照
5）関係他団体との連携4 地域ケアサービスの実施及び促進等による

府民の健康及び福祉の増進に関する事業
（1）府民に対する各種予防・啓発事業

①地域住民への実践的看護・介護の知識、技術の提供と指導
　に関するセミナー事業
②一般府民を対象とした相談事業及び府域における災害支援
　ナース並びにその他公衆衛生等に係る事業
③一般府民・高校生等を対象とした体験活動学習事業

（2）地域包括ケアに関するセミナー等
①在宅・施設等の看護の質向上のための研修開催については
　「2023年度教育研修実施録」を参照

2 看護職の労働環境等の改善及び就業促進による
人々の健康及び福祉の増進に関する事業
（1）働き続けられる労働条件・環境づくりの支援に関する事業

①働き続けられる労働条件・環境づくり支援に関する調査事業
②働き続けられる労働条件・環境づくり支援に関するセミナー
　事業については「2023年度教育研修実施録」を参照

（2）看護職の就業支援事業
「復職応援セミナー」「看護職が働き続けるための研修会」につい
ては「2023年度教育研修実施録」を参照

（3）各種相談事業
①メンタルケアに関する事業
②進学に関する相談事業

報告事項  1
令和6年度 通常総会 ※注 「2023年度教育研修実施録」「通常総会要綱（以下、要綱と略す）」は、6月

19日（水）通常総会当日に配布します。なお、施設宛には会員数に応じた冊数を
事前に送付します。個人会員の方で希望される方はご連絡ください。
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1.看護教育及び学会等学術振興に関する事業
1 公益目的事業（二重下線は重点事業に関連するもの）

⑴継続教育に関する事業
ａ．認定看護管理者教育の
　推進【重2-2】
ｂ．認定看護師教育の実施
　【重2-3】

ｃ．准看護師研修【重4-2】
ｄ．短期研修（セミナー事業）
　【重2-2】

①ファーストレベル　４回/年（定員80名/回）
②セカンドレベル　２回/年（定員50名/回）
③サードレベル　１回/年（定員30名）
①クリティカルケア認定看護師教育課程の開講・運営
②特定行為に係る看護師の研修の推進と充実
　ア認定看護師を対象とした特定行為研修の実施
　　●共通科目及び14区分をｅ‐ラーニングで実施
　　●実施頻度の高い区分をパッケージ化した「在宅・慢性期領域」「救急領域」「外科系基本領域」パッケージ
　　　コースを開催
　イ活動支援の強化
　　●修了生の実践報告会及び受講生との交流会の開催
　　●看護管理者への情報発信、活用イメージの伝達となる説明会の開催
①受験対策支援研修の実施
①専門職としての活動の基盤となる研修
　ア新人研修
　イジェネラリストを育成する研修
　ウ助産師のクリニカルラダー（ＣＬｏＣＭｉＰ®対応研修）
②看護医療政策・診療報酬に関する研修
　●認知症高齢者の看護実践に必要な知識
　●ストーマ・ろう孔のスキンケア
　●医療安全管理者養成研修

１．
2．
3．
4．
5．
6．
7．
8．
9．
10．

看護教育及び学会等学術振興に関する事業
看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
地域ケアサービスの実施及び促進等による府民の健康及び福祉の増進に関する事業
日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
施設の貸与等会館運営に関する事業
会員等の福利厚生等に関する事業
看護の国際交流等に関する事業
組織の運営等に関する事業
その他本会の公益目的を達成するために必要な事業

1.
2.
3.
4.

全世代を支える看護機能の強化
専門職としてのキャリア継続の支援
健康危機管理体制の推進
質の高い看護職の養成のための看護基礎教育の充実

令和6年度 重点事業・事業計画
令 和 6 年 度  重 点 事 業

事業計画は、定款第4条・5条に列挙する事業に基づいて掲載する

令和6年度 通常総会

令和6年度の重点事業案が2月理事会（令和6年2月8日開催）で、また、事業計画案
が3月理事会（令和6年3月8日開催）で承認されました。承認された重点事業・事業
計画は以下の通りです。重点事業については6月の総会で報告いたします。

令和6年度 通常総会　ー 04 ー



令和6年度 通常総会

2.看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業

⑵学会運営に関する事業

⑴働き続けられる労働条件・
　環境づくり支援に関する事
　業【重1-2】・【重2-1】

⑵看護職の就業支援事業
　【重1-2】

⑶各種相談事業

ａ．行政処分を受けた准看
　護師の再教育研修に関
　するセミナー事業
ｂ．再就業支援に関する
　セミナー等の事業

ａ．メンタルケアに関する
　事業【重2-1】

ｅ．その他セミナー事業

ｆ．その他、大阪府等からの
　受託に伴う研修・セミナー
　事業【重2-2】

ａ．働き続けられる労働条件・
　環境づくり支援に関する
　調査事業

ｂ．働き続けられる労働条件・
　環境づくり支援に関する
　セミナー事業

　●看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　●小児在宅移行支援指導者育成研修
③人材育成や教育支援を行う者を対象とした研修
　●教育・指導者育成に関する研修
　●新人看護職員研修制度に関する研修
　●実習指導者・専任教員の育成に関する研修
④看護管理者の育成強化
　ア看護管理者・これからの看護管理者を対象とした研修の実施
　イ看護管理者を対象とした研修
　　●看護職の労務管理研修　１回/年
　　●診療報酬に関する研修　１回/年
①トピックス研修
②フォローアップ研修
　●医療安全管理者フォローアップ研修
　●大阪府専任教員養成講習会フォローアップ研修
　●大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修
　●新人看護職員研修責任者フォローアップ研修
　●認定看護管理者教育課程修了者（セカンド・サード）フォローアップ研修
　●クリティカルケア領域認定看護師フォローアップ研修
　●感染管理認定看護師フォローアップ研修
　●特定行為研修フォローアップ研修
①新人看護職員研修の実施
　●多施設合同研修
②基礎教育・指導者に係る研修の実施
　●大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会　３回/年
　●大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）
　●大阪府専任教員養成講習会　１回/年
③在宅・地域医療に係る研修の実施
　●病院と在宅医療を担う施設等の相互研修
　●認知症対応力向上研修（大阪府　府内の病院に勤務する看護職）　２回/年
　●認知症対応力向上研修（大阪府　府内の病院勤務以外の看護職等）　１回/年
　●認知症対応力向上研修（大阪市　大阪市内の病院に勤務する看護職）　１回/年
　●入退院支援強化研修　２回/年
④大阪府教育庁の委託による研修の実施
　●学校看護師のための医療的ケア研修会　２回/年
　●大阪府内たんの吸引等の実施のための研修（支援学校教員対象）　１回/年
⑤有事に備えた研修・訓練の実施
　●応援派遣に関する研修会（協定締結医療機関等の施設管理者向け）　１回/年
　●応援派遣に係る訓練（災害支援ナース及び協定締結医療機関等の施設管理者向け）　１回/年
①看護研究活動の支援として学術集会の開催
　●第12回大阪府看護学会の開催

①多職種との協働の推進
　ア看護チームにおける看護師、准看護師、看護補助者の業のあり方に関するガイドライン及び活用ガイドの
　　さらなる普及・活用促進
　イ看護補助者、准看護師との協働に必要な取り組み支援
　ウ「看護の専門性の発揮に資するタスク・シフト/シェアに関するガイドライン及び活用ガイド」の周知と活用促進
②多様で柔軟な働き方に向けた現状と課題
　ア看護業務の業務改善及び効率化への取り組みと共有
　　（「看護業務効率化取り組みガイド」の周知）
　イ多様で柔軟な働き方の導入支援
　ウ看護職の役割と能力に応じた処遇改善と賃金体系への取り組み
③看護補助者の確保対策強化
　●人材確保対策の好事例の情報収集と共有
　●看護補助者処遇改善事業等の情報発信
④大阪府医療勤務環境改善支援センターとの連携
　●労働環境に関する情報共有・情報交換
①多職種との協働の推進
　ア看護チームにおける看護師、准看護師、看護補助者の業のあり方に関するガイドライン及び活用ガイドの
　　さらなる普及・活用促進
　イ看護補助者、准看護師との協働に必要な取り組み支援
　ウ「看護の専門性の発揮に資するタスク・シフト/シェアに関するガイドライン及び活用ガイド」の周知と活用促進
②多様で柔軟な働き方に向けた現状と課題

　ア看護業務の業務改善及び効率化への取り組みと共有
　　（「看護業務効率化取り組みガイド」の周知）
　イ多様で柔軟な働き方の導入支援
　　大阪府看護学会　交流集会　１回/年
　ウ看護職の役割と能力に応じた処遇改善と賃金体系への取り組み
　　大阪府看護学会　交流集会　１回/年
　エプラチナナースの活用促進
③看護補助者の確保対策強化
　●人材確保対策の好事例の情報収集と共有
　●看護補助者処遇改善事業等の情報発信
④大阪府医療勤務環境改善支援センターとの連携
　●労働環境改善に関する研修会の開催・協力

看護職員の人材確保及び離職者が現場復帰できる仕組みづくり
①ナースセンターの利用促進、届出制度の推進によるマッチングの強化
　ア届出制度（とどけるん）・ｅナースセンターの広報・周知の強化
　　●ホームページ、フェイスブックの充実
　　●関連団体との連携
　　●看護だよりやテアテ等、広報誌での広報
　　●看護師等学校養成施設との連携
　イ届出制度（とどけるん）登録者の推進
　ウｅナースセンター（求人・求職）登録者への支援強化
　　●求人、求職者のニーズの把握によるマッチング強化
　　●福祉・介護・在宅の求人施設、求職者の増加に向けた取り組み
　エナースセンター利用による就職者の追跡調査
②復職応援セミナー
　復職を考えているナースを対象に医療、介護・福祉、在宅の領域別のセミナー　１日間
　ア医療施設コース（病棟・外来・診療所）
　イ福祉・介護施設コース
　ウ訪問看護コース
　エ学校・保育所・幼稚園看護師コース
　オ見学・体験コース（医療施設、介護・福祉施設、学校・保育所・幼稚園、訪問看護ステーションでの見学・体験）
③地域に求められる看護職員確保のための事業
　ア二次医療圏７地域での就職相談会の開催
　イ就職相談会での看護補助者の仕事内容の説明と確保のための支援
④定着促進のための事業
　アリフレッシュ研修会の開催　２回/年
　イ就業中看護職員のための採血演習
⑤プラチナナースを含めた多様な人材の活用促進
　アプラチナナース・潜在看護職がいきいきとはたらくための講座（求職者向け）　対象50名
　　●多様な働き方に柔軟に対応できる病院、施設になるための講座（求人施設向け）　２回/年
　イ就業相談と求人施設への働きかけ
　ウ福祉・介護施設、訪問看護ステーションの紹介
⑥ハローワークとの連携強化
　アハローワーク11ヶ所（阿倍野･堺･枚方･大阪東･布施･池田･茨木・梅田・大阪西・淀川・岸和田）での巡回
　　相談により、求職者のｅナースセンターへの登録推進
　イナースセンター・ハローワーク事業連携連絡調整会議による情報交換と課題への対応
　ウ就職相談会の共催および広報の協力依頼
　エハローワークでの看護補助者のお仕事説明会の開催
⑦潜在看護職やプラチナナース等の看護人材データベースの管理、登録推進
⑧アフターコロナ研修
　ア潜在看護職のためのスキルアップ研修の実施
　イ看護管理者を対象とした災害・感染対策研修
　ウあらゆる場で働く看護職を対象とした急変時対応研修
　エ「災害に必要な医療安全、感染管理、日常生活援助等に対応できる看護職育成研修」の実施
⑨保育所の看護職配置に向けた人材確保
①看護職の健康対策事業
　ア看護職の相談窓口の活用促進（メンタルヘルス/ハラスメント等）
　　●定期的な専門職によるメンタルヘルス相談
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2.看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業

⑵学会運営に関する事業

⑴働き続けられる労働条件・
　環境づくり支援に関する事
　業【重1-2】・【重2-1】

⑵看護職の就業支援事業
　【重1-2】

⑶各種相談事業

ａ．行政処分を受けた准看
　護師の再教育研修に関
　するセミナー事業
ｂ．再就業支援に関する
　セミナー等の事業

ａ．メンタルケアに関する
　事業【重2-1】

ｅ．その他セミナー事業

ｆ．その他、大阪府等からの
　受託に伴う研修・セミナー
　事業【重2-2】

ａ．働き続けられる労働条件・
　環境づくり支援に関する
　調査事業

ｂ．働き続けられる労働条件・
　環境づくり支援に関する
　セミナー事業

　●看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　●小児在宅移行支援指導者育成研修
③人材育成や教育支援を行う者を対象とした研修
　●教育・指導者育成に関する研修
　●新人看護職員研修制度に関する研修
　●実習指導者・専任教員の育成に関する研修
④看護管理者の育成強化
　ア看護管理者・これからの看護管理者を対象とした研修の実施
　イ看護管理者を対象とした研修
　　●看護職の労務管理研修　１回/年
　　●診療報酬に関する研修　１回/年
①トピックス研修
②フォローアップ研修
　●医療安全管理者フォローアップ研修
　●大阪府専任教員養成講習会フォローアップ研修
　●大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会フォローアップ研修
　●新人看護職員研修責任者フォローアップ研修
　●認定看護管理者教育課程修了者（セカンド・サード）フォローアップ研修
　●クリティカルケア領域認定看護師フォローアップ研修
　●感染管理認定看護師フォローアップ研修
　●特定行為研修フォローアップ研修
①新人看護職員研修の実施
　●多施設合同研修
②基礎教育・指導者に係る研修の実施
　●大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会　３回/年
　●大阪府保健師助産師看護師実習指導者講習会（特定分野）
　●大阪府専任教員養成講習会　１回/年
③在宅・地域医療に係る研修の実施
　●病院と在宅医療を担う施設等の相互研修
　●認知症対応力向上研修（大阪府　府内の病院に勤務する看護職）　２回/年
　●認知症対応力向上研修（大阪府　府内の病院勤務以外の看護職等）　１回/年
　●認知症対応力向上研修（大阪市　大阪市内の病院に勤務する看護職）　１回/年
　●入退院支援強化研修　２回/年
④大阪府教育庁の委託による研修の実施
　●学校看護師のための医療的ケア研修会　２回/年
　●大阪府内たんの吸引等の実施のための研修（支援学校教員対象）　１回/年
⑤有事に備えた研修・訓練の実施
　●応援派遣に関する研修会（協定締結医療機関等の施設管理者向け）　１回/年
　●応援派遣に係る訓練（災害支援ナース及び協定締結医療機関等の施設管理者向け）　１回/年
①看護研究活動の支援として学術集会の開催
　●第12回大阪府看護学会の開催

①多職種との協働の推進
　ア看護チームにおける看護師、准看護師、看護補助者の業のあり方に関するガイドライン及び活用ガイドの
　　さらなる普及・活用促進
　イ看護補助者、准看護師との協働に必要な取り組み支援
　ウ「看護の専門性の発揮に資するタスク・シフト/シェアに関するガイドライン及び活用ガイド」の周知と活用促進
②多様で柔軟な働き方に向けた現状と課題
　ア看護業務の業務改善及び効率化への取り組みと共有
　　（「看護業務効率化取り組みガイド」の周知）
　イ多様で柔軟な働き方の導入支援
　ウ看護職の役割と能力に応じた処遇改善と賃金体系への取り組み
③看護補助者の確保対策強化
　●人材確保対策の好事例の情報収集と共有
　●看護補助者処遇改善事業等の情報発信
④大阪府医療勤務環境改善支援センターとの連携
　●労働環境に関する情報共有・情報交換
①多職種との協働の推進
　ア看護チームにおける看護師、准看護師、看護補助者の業のあり方に関するガイドライン及び活用ガイドの
　　さらなる普及・活用促進
　イ看護補助者、准看護師との協働に必要な取り組み支援
　ウ「看護の専門性の発揮に資するタスク・シフト/シェアに関するガイドライン及び活用ガイド」の周知と活用促進
②多様で柔軟な働き方に向けた現状と課題

　ア看護業務の業務改善及び効率化への取り組みと共有
　　（「看護業務効率化取り組みガイド」の周知）
　イ多様で柔軟な働き方の導入支援
　　大阪府看護学会　交流集会　１回/年
　ウ看護職の役割と能力に応じた処遇改善と賃金体系への取り組み
　　大阪府看護学会　交流集会　１回/年
　エプラチナナースの活用促進
③看護補助者の確保対策強化
　●人材確保対策の好事例の情報収集と共有
　●看護補助者処遇改善事業等の情報発信
④大阪府医療勤務環境改善支援センターとの連携
　●労働環境改善に関する研修会の開催・協力

看護職員の人材確保及び離職者が現場復帰できる仕組みづくり
①ナースセンターの利用促進、届出制度の推進によるマッチングの強化
　ア届出制度（とどけるん）・ｅナースセンターの広報・周知の強化
　　●ホームページ、フェイスブックの充実
　　●関連団体との連携
　　●看護だよりやテアテ等、広報誌での広報
　　●看護師等学校養成施設との連携
　イ届出制度（とどけるん）登録者の推進
　ウｅナースセンター（求人・求職）登録者への支援強化
　　●求人、求職者のニーズの把握によるマッチング強化
　　●福祉・介護・在宅の求人施設、求職者の増加に向けた取り組み
　エナースセンター利用による就職者の追跡調査
②復職応援セミナー
　復職を考えているナースを対象に医療、介護・福祉、在宅の領域別のセミナー　１日間
　ア医療施設コース（病棟・外来・診療所）
　イ福祉・介護施設コース
　ウ訪問看護コース
　エ学校・保育所・幼稚園看護師コース
　オ見学・体験コース（医療施設、介護・福祉施設、学校・保育所・幼稚園、訪問看護ステーションでの見学・体験）
③地域に求められる看護職員確保のための事業
　ア二次医療圏７地域での就職相談会の開催
　イ就職相談会での看護補助者の仕事内容の説明と確保のための支援
④定着促進のための事業
　アリフレッシュ研修会の開催　２回/年
　イ就業中看護職員のための採血演習
⑤プラチナナースを含めた多様な人材の活用促進
　アプラチナナース・潜在看護職がいきいきとはたらくための講座（求職者向け）　対象50名
　　●多様な働き方に柔軟に対応できる病院、施設になるための講座（求人施設向け）　２回/年
　イ就業相談と求人施設への働きかけ
　ウ福祉・介護施設、訪問看護ステーションの紹介
⑥ハローワークとの連携強化
　アハローワーク11ヶ所（阿倍野･堺･枚方･大阪東･布施･池田･茨木・梅田・大阪西・淀川・岸和田）での巡回
　　相談により、求職者のｅナースセンターへの登録推進
　イナースセンター・ハローワーク事業連携連絡調整会議による情報交換と課題への対応
　ウ就職相談会の共催および広報の協力依頼
　エハローワークでの看護補助者のお仕事説明会の開催
⑦潜在看護職やプラチナナース等の看護人材データベースの管理、登録推進
⑧アフターコロナ研修
　ア潜在看護職のためのスキルアップ研修の実施
　イ看護管理者を対象とした災害・感染対策研修
　ウあらゆる場で働く看護職を対象とした急変時対応研修
　エ「災害に必要な医療安全、感染管理、日常生活援助等に対応できる看護職育成研修」の実施
⑨保育所の看護職配置に向けた人材確保
①看護職の健康対策事業
　ア看護職の相談窓口の活用促進（メンタルヘルス/ハラスメント等）
　　●定期的な専門職によるメンタルヘルス相談
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3.看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業【重1-1】

4.地域ケアサービスの実施及び促進等による府民の健康及び福祉の増進に関する事業

⑴看護実践に関する調査・
　研究事業

⑵看護制度に関する政策
　提言に関する事業

⑴府民に対する各種予防・
　啓発事業【重1-1】

ｂ.進学に関する相談事業
　【重4-1】・【重4-2】

ａ．看護職員需要施設に関
　する調査事業
ｂ．三職能委員会等による
　調査・研究事業

ａ．地域住民への実践的看護・
　介護の知識、技術の提供と
　指導に関するセミナー事業

ｂ．一般府民を対象とした相談
　事業及び府域における災害
　支援ナース並びにその他
　公衆衛生等に係る事業【重
　 3-2】

　　●対面以外の相談方法の拡大
　　●メンタルヘルス相談窓口の広報活動
①看護師等学校養成施設との連携
②マスコミ、大阪府福祉人材支援センター等との情報共有及び連携
　ア進学・就職説明会への参画
　イ連携会議への参画
③看護職等の進学相談、進路情報の提供
　ア看護職等の進学相談、進路情報の提供等
　　●看護学校協議会との連携による周知活動
④准看護師に係る諸課題の解決に向けた取り組み
　ア看護師資格取得に向けた情報発信・進学支援
　　●２年課程及び通信制課程への進学相談・支援の促進
　　●対象研修の情報提供
　　●看護管理者に向けた資格取得後の処遇改善への働きかけ
⑤看護の進路・進学に関する情報提供及び相談等の充実
　ア高校生向け進学相談会　１回/年
　　●大阪府看護学校協議会との進路・進学相談会の共催
　イ中学・高校生向け「看護への道」進路説明会　１回/年

①委員会等による実態の把握・調査等
②機関誌・学会等での発表による調査結果の公表

①職能委員会活動による看護業務改善等に係る取り組み
　【保健師職能委員会】
　　ア地域における看護職間の連携強化に関する情報収集・課題集約
　　　●助産師職能委員会との連携（特定妊婦・死産体験者支援）
　　　●健康危機管理に関する連携の実態把握
　　イ各地域の状況に応じた保健師の人材育成・確保に関する課題集約・支援
　【助産師職能委員会】
　　ア子育て世代包括ケアシステムにおける看護機能の強化
　　　●関連団体及び行政との連携
　　　●近畿地区助産師職能委員会
　　　●保健師職能委員会との連携（特定妊婦・死産体験者支援）
　　　●大阪府助産師会との連携
　　　●地域での母子支援実施での好事例の収集
　　イ小児在宅移行支援のための人材育成
　　ウ周産期における災害対策の強化
　　エ各職能委員との情報共有及び課題への取り組み
　【看護師職能委員会Ⅰ 病院領域】
　　ア入院から地域・在宅へとつなぐための、病院看護師の役割発揮に関する情報収集・課題発見
　　　●ACPの推進、活用促進
　　　●外来機能の充実に向けた取り組み
　　イ多職種との協働の推進に関する情報収集・課題発見
　　　●ガイドライン及び活用ガイドの周知、活用促進
　　　●タスクシフト/シェアへの取り組み
　　ウ看護協会事業のトピックスに対するタイムリーな課題発見・意見集約
　【看護師職能委員会Ⅱ 介護福祉関係施設・在宅領域】
　　ア看Ⅱ領域で活躍する看護人材の確保に向けた情報収集・課題発見
　　　●看護人材の確保についての現状と課題
　　　●看Ⅱ領域の魅力発信、看護人材確保に向けた取り組み事例
　　イ働き続けられる環境の整備に向けた情報収集・課題発見
　　　●看Ⅱ領域における職場環境の現状と課題
　　　●看Ⅱ領域で看護職が専門性を発揮し働き続けるための環境整備に向けた取り組み事例
　　ウ看護協会事業のトピックスに対するタイムリーな情報収集・課題発見・意見集約
②准看護師に係る諸課題の解決に向けた取り組み
　ア看護チームにおける看護師・准看護師及び看護補助者・看護師と准看護師の業務範囲に関するガイドライン
　　及び活用ガイドの周知
　　●保助看法の規定及び日本看護協会の方針について周知
　　●准看護師の教育内容に関する理解促進及び周知
　　●安全に働くための業務範囲の周知

　　●看護チームにおける准看護師業務のあり方に関する好事例の収集・情報発信
　イ新卒准看護師対象研修会の開催　１回/年　２月頃
　ウ准看護師養成所の看護師養成所への転換促進に向けた働きかけ
　　●大阪府等への准看護師に関わる課題解決に向けた要望の強化
　　●准看護師養成校との情報共有
　エ看護の進路・進学に関する情報提供及び相談等の充実
　　●「看護の出前授業」等を通じたＰＲ強化
③全世代を対象とした地域包括ケアの推進
　ア地域における保健・医療・福祉の連携体制の構築及び参画への支援
　　●医師会、歯科医師会、薬剤師会、助産師会、訪問看護ステーション協会、介護支援専門員協会、介護福
　　　祉士会の理事会や作業部会等への職員の派遣及び研修等の共催
　　●訪問看護に関する意見交換会　３回/年
　　　（大阪府、大阪府訪問看護ステーション協会）
　　●訪問看護支援センター機能拡充に向けたプロジェクト
　　　会議　６回/年　（大阪府訪問看護ステーション協会）
　　●小児在宅医療を考える会への職員派遣及び研修等への支援
　　●その他関係団体への看護職の派遣（関係団体審議委員会等への派遣参照）
　イ大阪府をはじめとする自治体との連携
　　●行政（大阪府・大阪市・堺市等）への関連事業予算編成に係る要望提案
　　●地域医療推進協議会に参画、行政への要望
　　●大阪府二次医療圏域各保健医療協議会への委員推薦
　　●大阪府医療計画に係る情報交換会の開催（年２回）
　　●その他自治体への委員派遣（関係団体審議委員会等への派遣参照）
　ウ各支部理事及び職能委員会との情報共有・連携強化
　　●各委員長及び担当理事との情報交換を行う
　　●各委員会での取り組みや課題の共有
　　●課題解決に向けての検討・企画提案と協働での取り組み
④医療安全に関する事業
　ア大阪府医療事故調査等支援団体連絡協議会への参画
　　●大阪府医師会事故調査支援委員会への出席
　イ「支部医療安全交流会」の活動の充実
　　●多職種を含めた支部交流会の活性化・課題の抽出
　ウ医療安全管理者のワークショップ開催
　エ支部主催の医療安全研修の企画・運営への協力
　オ支部施設代表者会での活動報告・情報共有
　カ医療安全情報発信の強化
　キ医療安全の相談業務に関すること
　　●会員等からの医療安全に係る相談等への対応
⑤日本看護協会ＤｉＮＱＬ事業推進に協力

①健康づくり・子育て支援等への府民啓発
　アまちの保健室における啓発
　　●特定健診・がん検診等への受診勧奨
　　●感染症における感染予防行動の啓発を行う
　　●8020アンバサダー推進により歯科口腔保健の意識向上を図る
　　●歯科医師、薬剤師、栄養士、理学療法士、介護職等との協働による相談支援
　　●ACP（人生会議）の府民啓発
　　●待ち時間を利用した健康増進、介護予防、子育て等の情報提供を行う
　イ「地域公開講座」開催
　　府民がACP（人生会議）について正しく知り、自分の事として考える機会とし、講座を開催
　　新規のまちの保健室（支援型）の開設場所で開催
①府民への健康相談事業
　ア「まちの保健室」実施と拡充
　　●協会主催型（８ヵ所）大阪府内４市で定例開催
　　　豊中市、堺市（西区）、吹田市、大阪市（天王寺区、西区、生野区、東生野区、住之江区）
　　●協会支援型（７ヵ所）大阪府内5市1町定例開催
　　　堺市（南区）、大阪市（淀川区、天王寺区）、東大阪市、貝塚市、柏原市、島本町
　　●地域に密着した相談事業の拡充・整備
　　　相談事業に協力いただける地域の施設（行政、社会福祉協議会、地域包括支援センター、福祉施設、
　　　神社仏閣、自治会、市民ホール等）の開拓
　　●企業との協働事業
　　●運営に関わる相談員及び多職種との情報交換会を含む研修会の開催
　　●地域包括ケア関連研修への参加勧奨
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3.看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業【重1-1】

4.地域ケアサービスの実施及び促進等による府民の健康及び福祉の増進に関する事業

⑴看護実践に関する調査・
　研究事業

⑵看護制度に関する政策
　提言に関する事業

⑴府民に対する各種予防・
　啓発事業【重1-1】

ｂ.進学に関する相談事業
　【重4-1】・【重4-2】

ａ．看護職員需要施設に関
　する調査事業
ｂ．三職能委員会等による
　調査・研究事業

ａ．地域住民への実践的看護・
　介護の知識、技術の提供と
　指導に関するセミナー事業

ｂ．一般府民を対象とした相談
　事業及び府域における災害
　支援ナース並びにその他
　公衆衛生等に係る事業【重
　 3-2】

　　●対面以外の相談方法の拡大
　　●メンタルヘルス相談窓口の広報活動
①看護師等学校養成施設との連携
②マスコミ、大阪府福祉人材支援センター等との情報共有及び連携
　ア進学・就職説明会への参画
　イ連携会議への参画
③看護職等の進学相談、進路情報の提供
　ア看護職等の進学相談、進路情報の提供等
　　●看護学校協議会との連携による周知活動
④准看護師に係る諸課題の解決に向けた取り組み
　ア看護師資格取得に向けた情報発信・進学支援
　　●２年課程及び通信制課程への進学相談・支援の促進
　　●対象研修の情報提供
　　●看護管理者に向けた資格取得後の処遇改善への働きかけ
⑤看護の進路・進学に関する情報提供及び相談等の充実
　ア高校生向け進学相談会　１回/年
　　●大阪府看護学校協議会との進路・進学相談会の共催
　イ中学・高校生向け「看護への道」進路説明会　１回/年

①委員会等による実態の把握・調査等
②機関誌・学会等での発表による調査結果の公表

①職能委員会活動による看護業務改善等に係る取り組み
　【保健師職能委員会】
　　ア地域における看護職間の連携強化に関する情報収集・課題集約
　　　●助産師職能委員会との連携（特定妊婦・死産体験者支援）
　　　●健康危機管理に関する連携の実態把握
　　イ各地域の状況に応じた保健師の人材育成・確保に関する課題集約・支援
　【助産師職能委員会】
　　ア子育て世代包括ケアシステムにおける看護機能の強化
　　　●関連団体及び行政との連携
　　　●近畿地区助産師職能委員会
　　　●保健師職能委員会との連携（特定妊婦・死産体験者支援）
　　　●大阪府助産師会との連携
　　　●地域での母子支援実施での好事例の収集
　　イ小児在宅移行支援のための人材育成
　　ウ周産期における災害対策の強化
　　エ各職能委員との情報共有及び課題への取り組み
　【看護師職能委員会Ⅰ 病院領域】
　　ア入院から地域・在宅へとつなぐための、病院看護師の役割発揮に関する情報収集・課題発見
　　　●ACPの推進、活用促進
　　　●外来機能の充実に向けた取り組み
　　イ多職種との協働の推進に関する情報収集・課題発見
　　　●ガイドライン及び活用ガイドの周知、活用促進
　　　●タスクシフト/シェアへの取り組み
　　ウ看護協会事業のトピックスに対するタイムリーな課題発見・意見集約
　【看護師職能委員会Ⅱ 介護福祉関係施設・在宅領域】
　　ア看Ⅱ領域で活躍する看護人材の確保に向けた情報収集・課題発見
　　　●看護人材の確保についての現状と課題
　　　●看Ⅱ領域の魅力発信、看護人材確保に向けた取り組み事例
　　イ働き続けられる環境の整備に向けた情報収集・課題発見
　　　●看Ⅱ領域における職場環境の現状と課題
　　　●看Ⅱ領域で看護職が専門性を発揮し働き続けるための環境整備に向けた取り組み事例
　　ウ看護協会事業のトピックスに対するタイムリーな情報収集・課題発見・意見集約
②准看護師に係る諸課題の解決に向けた取り組み
　ア看護チームにおける看護師・准看護師及び看護補助者・看護師と准看護師の業務範囲に関するガイドライン
　　及び活用ガイドの周知
　　●保助看法の規定及び日本看護協会の方針について周知
　　●准看護師の教育内容に関する理解促進及び周知
　　●安全に働くための業務範囲の周知

　　●看護チームにおける准看護師業務のあり方に関する好事例の収集・情報発信
　イ新卒准看護師対象研修会の開催　１回/年　２月頃
　ウ准看護師養成所の看護師養成所への転換促進に向けた働きかけ
　　●大阪府等への准看護師に関わる課題解決に向けた要望の強化
　　●准看護師養成校との情報共有
　エ看護の進路・進学に関する情報提供及び相談等の充実
　　●「看護の出前授業」等を通じたＰＲ強化
③全世代を対象とした地域包括ケアの推進
　ア地域における保健・医療・福祉の連携体制の構築及び参画への支援
　　●医師会、歯科医師会、薬剤師会、助産師会、訪問看護ステーション協会、介護支援専門員協会、介護福
　　　祉士会の理事会や作業部会等への職員の派遣及び研修等の共催
　　●訪問看護に関する意見交換会　３回/年
　　　（大阪府、大阪府訪問看護ステーション協会）
　　●訪問看護支援センター機能拡充に向けたプロジェクト
　　　会議　６回/年　（大阪府訪問看護ステーション協会）
　　●小児在宅医療を考える会への職員派遣及び研修等への支援
　　●その他関係団体への看護職の派遣（関係団体審議委員会等への派遣参照）
　イ大阪府をはじめとする自治体との連携
　　●行政（大阪府・大阪市・堺市等）への関連事業予算編成に係る要望提案
　　●地域医療推進協議会に参画、行政への要望
　　●大阪府二次医療圏域各保健医療協議会への委員推薦
　　●大阪府医療計画に係る情報交換会の開催（年２回）
　　●その他自治体への委員派遣（関係団体審議委員会等への派遣参照）
　ウ各支部理事及び職能委員会との情報共有・連携強化
　　●各委員長及び担当理事との情報交換を行う
　　●各委員会での取り組みや課題の共有
　　●課題解決に向けての検討・企画提案と協働での取り組み
④医療安全に関する事業
　ア大阪府医療事故調査等支援団体連絡協議会への参画
　　●大阪府医師会事故調査支援委員会への出席
　イ「支部医療安全交流会」の活動の充実
　　●多職種を含めた支部交流会の活性化・課題の抽出
　ウ医療安全管理者のワークショップ開催
　エ支部主催の医療安全研修の企画・運営への協力
　オ支部施設代表者会での活動報告・情報共有
　カ医療安全情報発信の強化
　キ医療安全の相談業務に関すること
　　●会員等からの医療安全に係る相談等への対応
⑤日本看護協会ＤｉＮＱＬ事業推進に協力

①健康づくり・子育て支援等への府民啓発
　アまちの保健室における啓発
　　●特定健診・がん検診等への受診勧奨
　　●感染症における感染予防行動の啓発を行う
　　●8020アンバサダー推進により歯科口腔保健の意識向上を図る
　　●歯科医師、薬剤師、栄養士、理学療法士、介護職等との協働による相談支援
　　●ACP（人生会議）の府民啓発
　　●待ち時間を利用した健康増進、介護予防、子育て等の情報提供を行う
　イ「地域公開講座」開催
　　府民がACP（人生会議）について正しく知り、自分の事として考える機会とし、講座を開催
　　新規のまちの保健室（支援型）の開設場所で開催
①府民への健康相談事業
　ア「まちの保健室」実施と拡充
　　●協会主催型（８ヵ所）大阪府内４市で定例開催
　　　豊中市、堺市（西区）、吹田市、大阪市（天王寺区、西区、生野区、東生野区、住之江区）
　　●協会支援型（７ヵ所）大阪府内5市1町定例開催
　　　堺市（南区）、大阪市（淀川区、天王寺区）、東大阪市、貝塚市、柏原市、島本町
　　●地域に密着した相談事業の拡充・整備
　　　相談事業に協力いただける地域の施設（行政、社会福祉協議会、地域包括支援センター、福祉施設、
　　　神社仏閣、自治会、市民ホール等）の開拓
　　●企業との協働事業
　　●運営に関わる相談員及び多職種との情報交換会を含む研修会の開催
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ー 07 ー　令和6年度 通常総会 令和6年度 通常総会　ー 08 ー



7.その他本会の目的を達成するために必要な事業

令和6年度 通常総会

5.日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業

6.施設の貸与等会館運営に関する事業

⑵地域包括ケアに関する
　セミナー等 【重1-1】

⑴災害支援ナースに関する
　事業 【重3-1】

⑵その他日本看護協会の
　セミナーに関する事業

⑴図書室運営に関する事業

⑴広報事業

⑵「看護の日・看護週間」に
　関する事業（共催事業）

⑶エイズ等感染症予防啓発
に関する事業

ｃ．一般府民・高校生等を対象
　   とした体験活動学習事業

　イ他団体等との協働
　　●社会福祉協議会等との連携
　　●商業施設、公的施設、医療施設との連携
　　●ＵＲ都市機構、府住宅供給公社との連携
　ウ地域開催行事での健康相談
　　●住吉大社「升の市」、西成区「みんなの健康展」等の地域事業へ参加
②救護活動
　●各種イベントへの協力
　　（地域の健康展、大阪マラソン、ＫＩＸ泉州国際マラソン、大阪グレートサンタラン、スポーツ大会等への支援）
③災害等の看護支援に関する事業（府域）
　ア災害時における運営体制の整備
　　●災害対策要綱の周知
　　●災害支援ナースマニュアルの修正・周知
　　●大阪府、大阪市、堺市等防災会議への参画
　　●大阪府看護協会　防災・災害看護委員会の開催
　　●関係機関との連携促進
　　●支部との情報共有・発信等連携体制の強化
　　●災害時における通信機器・備品等の充実
　　●災害支援ナース必携マニュアルの修正・活用
　イ受援体制の整備
　　●災害受援体制支援の検討と体制整備
　　●災害支援ナースの登録促進
　　●大阪府と協定締結及び連携強化
　　●日本看護協会との連携
　　●災害訓練の実施
　ウ災害支援ネットワークの構築
　　●大阪府等行政及び関係団体との連携
　　●大阪府対策本部要員として参画（訓練含）
　　●地域における防災訓練、関係機関との連絡会議の参加
　　●大阪府との防災協定の見直し
　エ大阪府看護協会における事業継続計画（ＢＣＰ）の周知
④新興感染症に対する備え
　ア大阪府看護協会感染管理地域ネットワーク支部活動の推進
　　●支部交流会の開催
　　●感染管理専門家不在の施設等における医療職や介護職者等に対する情報発信・相談・課題の吸い上げ等
　　●本会開催の感染管理研修修了者に対する継続教育
　イ自施設および地域において感染症対応を行うための受講者のレベルに応じた感染管理研修の実施
　　●感染管理研修－スタッフコース
　　　中小規模病院、社会福祉施設で勤務する看護師対象　各200名
　　●感染管理研修－リーダーコース
　　　スタッフコース修了者対象　各30名
　　●福祉施設等で勤務する職員（看護職・介護職等）対象研修
　ウ看護人材データベースへの登録・活用
①ふれあい看護体験の推進・拡充
②看護の出前授業
①在宅・施設等の看護の質向上のための研修開催
　●病院と在宅医療を担う施設等の相互研修
　●認知症対応力向上研修（大阪府内の病院勤務以外の看護職等）　１回/年
　●入退院支援強化研修　２回/年

①災害看護研修の充実と災害支援ナースの養成・登録促進
　●新たな仕組みに関する看護管理者、看護職への情報発信
　●災害支援ナース養成研修　４回実施（日本看護協会）
②災害支援ナースの派遣及び派遣後のフォローアップ
　●災害支援フォローアップ研修　１回/年
③災害支援ナースの派遣フロー、受援フローの体制整備
①施設内教育におけるＪＮＡオンデマンド・オンライン研修の紹介

①貸出サービスの質向上
　●文献検索サービス
　●蔵書点検・所蔵図書管理

②利用しやすい環境整備
　●セルフ貸出システムの導入

①機関誌・広報誌の充実
　ア機関誌「おおさか看護だより」　年４回発行
　　会員及び看護職への情報提供の充実・ニーズの把握
　イ府民向け広報誌の発行「テアテ」　年２回発行
　　府民への健康等情報の提供の充実・ニーズの把握
　ウ事業案内（オフィシャルパンフレット）の発行
②公式ホームページの更新・管理・リニューアル
③ＳＮＳ等による情報発信
　●フェイスブック、インスタグラム
④「看護への道」第２版ＤＶＤの活用
⑤マスコミへの対応
　●新聞・テレビ等メディアの活用
⑥府民に対する看護事業の普及・啓発・情報発信
　ア「看護未来展2024」の開催（共催）
　　開催日：４月17日（水）～19日（金）
　　場所：インテックス大阪
　　●特別講演　「笑顔をつなぐ健康づくり」-いつでもどこでもできる簡単筋トレ-
　　　講師：谷本道哉氏（順天堂大学大学院スポーツ健康科学研究科 先任准教授）
　　●ブース出展
①「看護の日」記念講演会
　日時：５月18日（土）11:45～12:30
　場所：ナーシングアート大阪
　記念講演　「考えよう　看護のこころ」ガザ地区での医療支援活動報告
　講師：川瀬佐知子氏（大阪赤十字病院看護師）
②「看護の日」イベント
　対象：看護職を目指す若年層
　開催日：8月3日（土）
　場所：ナーシングアート大阪
府民向け広報誌、ホームページ、出前授業等を通した感染症予防啓発
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令和6年度 通常総会

3.大阪府・大阪市・その他関係団体、審議会等への委員派遣

4.関係他団体との連携
3.会員登録業務の受託

1.会員及び本会関係者に対する慶弔見舞金制度

2.会員の災害に対する見舞金制度

3.大阪府看護協会長表彰及びその他団体の表彰

4.会員に対する情報提供

その他事業-2（福利厚生等に関する事業）

1.国際交流への協力及び支援

1.組織の運営に関する事業

2.組織の強化拡大に向けた事業

2.他団体主催の学会等への支援

3.対がん協会への支援

4.募金活動（災害等）

法人事業
1.看護研究活動の支援

2.組織運営への協力

3

4

5

6

収益事業2
1.施設の貸与等事業

2.広報誌・学会等特設サイト等における広告料

3.学会等開催会場における展示業者による展示料

その他事業-1（公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業）

その他事業-3（国際交流への協力等に関する事業）

⑴公益社団法人としての
　円滑な組織運営

⑵通常総会・
　三職能合同職能集会
⑶支部の公益目的事業
　推進への支援
⑷運営のための諸会議の開催

ａ．日本看護協会通常総会
　  への出席
ｂ．代議員活動の充実

ｃ．その他、日本看護協会
　  主催の会議、交流会等
　  への参画

①適正化と運営
　●利用者への周知
②会館等の効率的な利用促進

①広報誌等掲載広告料
②学会等特設サイト等広告料

① 学会等開催会場における企業展示料

①日本看護学会学術集会への参加・協力等協働

通常総会の代議員
　●６月６日（木）：東京国際フォーラム
日本看護協会代議員の選出と代議員活動の支援
　●通常総会での日本看護協会の代議員選出
　●日本看護協会代議員等への研修実施　５月20日（月）
①理事会・法人会員会
　●年６回程度（決算報告、業務執行理事の選任、次年度重点事業報告、事業計画予算）
　●年１回の地区別法人会員会：兵庫県
②全国職能交流集会
　●６月７日（金）（保･助･看Ⅰ・看Ⅱ：東京国際フォーラム）
③日本看護協会全国職能委員長会
　●年２回の全国職能委員長会
　●年１回の地区別職能委員長会
④日本看護協会との事業連携の強化・情報共有と発信
　●都道府県訪問看護連絡協議会合同会議
　●全国看護基礎教育担当役員会議
　●医療事故調査制度に関する情報交換会
　●都道府県看護協会看護労働担当者会議
　●都道府県看護協会政策責任者会議
　●都道府県看護協会広報担当役員会議
　●都道府県看護協会教育担当役員会議
　●都道府県看護協会会員情報管理情報交換会
　●都道府県看護協会危機管理担当者会議
　●都道府県看護協会図書室担当者研修会
　●ナースセンター事業担当者会議

①日本看護協会会員登録に関する受託業務
　令和６年度「会員情報管理体制（ナースシップ）」の手続き

①慶弔見舞制度

①災害見舞制度

①各種表彰の推薦
②叙勲、優良看護職員表彰、大阪府看護功労者知事表彰、
　日本看護協会長表彰・名誉会員、大阪府看護協会長表彰等

①新入職員のためのガイダンス
　新入職員への看護協会事業等の情報提供（研修会の実施）
　年10回（半日コース）実施
　６月～８月　レモンホール（定員250名×10回）
②会員サービスに係る情報提供

①外国の看護大学及び看護職等の視察の受け入れ
②海外看護学会・視察及び国際会議等奨励事業（助成金活用）

①後援名義使用依頼への協力

①大阪対がん協会への支援
　●寄付機能付自動販売機の設置（大阪対がん協会）

①災害等の看護支援に関する事業
　●日本看護協会との連携
　●近畿地区看護協会と連携した災害支援活動

①理事会の組織体制及び機能充実
　●理事会決議事項の会員への報告（ホームページ等）
　●委員会活動の充実
　●事務局組織の効率的運営
①通常総会　６月19日（水）　大阪国際交流センター
②三職能合同職能集会　６月19日（水）　大阪国際交流センター
①各支部への支援、助成金の交付

①常任（業務執行）理事会　８回以上/年
②支部理事会　８回以上/年
③定例理事会：事業報告、財務報告の決議　８回以上/年
④職能委員会　１回/月
⑤各委員会：担当理事との調整
⑥事業運営委員会　２回/年
⑦資金管理運用検討委員会　２回/年

①会員獲得に向けた入会促進活動
　●目標会員数：53,000人（入会金納入者数3,200人）
　●広報活動の強化
　●看護管理者等への理解及び意識づけの強化
　●府内の看護系大学及び看護師養成所等への入会促進
　●入会状況の現状と課題の整理、情報収集

①関係委員会等への委員派遣、提言
②委員からの情報提供（理事会）

①医師会、病院協会、私立病院協会、歯科医師会、薬剤師会等
②助産師会、看護系大学協議会、看護学校協議会、訪問看護ステーション協会等
③各団体（社会保険労務士会、介護支援専門員協会、介護福祉士会等）
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令和6年度 通常総会

3.大阪府・大阪市・その他関係団体、審議会等への委員派遣

4.関係他団体との連携
3.会員登録業務の受託

1.会員及び本会関係者に対する慶弔見舞金制度

2.会員の災害に対する見舞金制度

3.大阪府看護協会長表彰及びその他団体の表彰

4.会員に対する情報提供

その他事業-2（福利厚生等に関する事業）

1.国際交流への協力及び支援

1.組織の運営に関する事業

2.組織の強化拡大に向けた事業

2.他団体主催の学会等への支援

3.対がん協会への支援

4.募金活動（災害等）

法人事業
1.看護研究活動の支援

2.組織運営への協力

3

4

5

6

収益事業2
1.施設の貸与等事業

2.広報誌・学会等特設サイト等における広告料

3.学会等開催会場における展示業者による展示料

その他事業-1（公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業）

その他事業-3（国際交流への協力等に関する事業）

⑴公益社団法人としての
　円滑な組織運営

⑵通常総会・
　三職能合同職能集会
⑶支部の公益目的事業
　推進への支援
⑷運営のための諸会議の開催

ａ．日本看護協会通常総会
　  への出席
ｂ．代議員活動の充実

ｃ．その他、日本看護協会
　  主催の会議、交流会等
　  への参画

①適正化と運営
　●利用者への周知
②会館等の効率的な利用促進

①広報誌等掲載広告料
②学会等特設サイト等広告料

① 学会等開催会場における企業展示料

①日本看護学会学術集会への参加・協力等協働

通常総会の代議員
　●６月６日（木）：東京国際フォーラム
日本看護協会代議員の選出と代議員活動の支援
　●通常総会での日本看護協会の代議員選出
　●日本看護協会代議員等への研修実施　５月20日（月）
①理事会・法人会員会
　●年６回程度（決算報告、業務執行理事の選任、次年度重点事業報告、事業計画予算）
　●年１回の地区別法人会員会：兵庫県
②全国職能交流集会
　●６月７日（金）（保･助･看Ⅰ・看Ⅱ：東京国際フォーラム）
③日本看護協会全国職能委員長会
　●年２回の全国職能委員長会
　●年１回の地区別職能委員長会
④日本看護協会との事業連携の強化・情報共有と発信
　●都道府県訪問看護連絡協議会合同会議
　●全国看護基礎教育担当役員会議
　●医療事故調査制度に関する情報交換会
　●都道府県看護協会看護労働担当者会議
　●都道府県看護協会政策責任者会議
　●都道府県看護協会広報担当役員会議
　●都道府県看護協会教育担当役員会議
　●都道府県看護協会会員情報管理情報交換会
　●都道府県看護協会危機管理担当者会議
　●都道府県看護協会図書室担当者研修会
　●ナースセンター事業担当者会議

①日本看護協会会員登録に関する受託業務
　令和６年度「会員情報管理体制（ナースシップ）」の手続き

①慶弔見舞制度

①災害見舞制度

①各種表彰の推薦
②叙勲、優良看護職員表彰、大阪府看護功労者知事表彰、
　日本看護協会長表彰・名誉会員、大阪府看護協会長表彰等

①新入職員のためのガイダンス
　新入職員への看護協会事業等の情報提供（研修会の実施）
　年10回（半日コース）実施
　６月～８月　レモンホール（定員250名×10回）
②会員サービスに係る情報提供

①外国の看護大学及び看護職等の視察の受け入れ
②海外看護学会・視察及び国際会議等奨励事業（助成金活用）

①後援名義使用依頼への協力

①大阪対がん協会への支援
　●寄付機能付自動販売機の設置（大阪対がん協会）

①災害等の看護支援に関する事業
　●日本看護協会との連携
　●近畿地区看護協会と連携した災害支援活動

①理事会の組織体制及び機能充実
　●理事会決議事項の会員への報告（ホームページ等）
　●委員会活動の充実
　●事務局組織の効率的運営
①通常総会　６月19日（水）　大阪国際交流センター
②三職能合同職能集会　６月19日（水）　大阪国際交流センター
①各支部への支援、助成金の交付

①常任（業務執行）理事会　８回以上/年
②支部理事会　８回以上/年
③定例理事会：事業報告、財務報告の決議　８回以上/年
④職能委員会　１回/月
⑤各委員会：担当理事との調整
⑥事業運営委員会　２回/年
⑦資金管理運用検討委員会　２回/年

①会員獲得に向けた入会促進活動
　●目標会員数：53,000人（入会金納入者数3,200人）
　●広報活動の強化
　●看護管理者等への理解及び意識づけの強化
　●府内の看護系大学及び看護師養成所等への入会促進
　●入会状況の現状と課題の整理、情報収集

①関係委員会等への委員派遣、提言
②委員からの情報提供（理事会）

①医師会、病院協会、私立病院協会、歯科医師会、薬剤師会等
②助産師会、看護系大学協議会、看護学校協議会、訪問看護ステーション協会等
③各団体（社会保険労務士会、介護支援専門員協会、介護福祉士会等）
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特定資産利息収入

入会金収入

会費収入

受講料収入
審査料収入
入学金収入
検定料収入

ナーシングアート大阪収入
OBP収入

大阪府受託事業収入
日看協受託事業収入
その他受託事業収入

教育助成金収入
看護の日助成金収入
大阪府補助金収入
その他受取助成金

寄付金収入

受取利息
その他雑収入

役員報酬支出
給料手当支出
派遣労務費支出
役員退職慰労給付支出
退職給付支出
法定福利費支出
福利厚生費支出
研修費支出
諸謝金支出
旅費交通費支出
会議費支出
通信運搬費支出
消耗品費支出
印刷製本費支出
新聞図書費支出
修繕費支出
光熱水料費支出
賃借料支出
渉外費支出
保険料支出
広告宣伝費支出
租税公課支出
負担金支出
委託費支出
手数料支出
諸会費支出
寄付金支出
雑支出

科目 科目法人会計 合計
単位：千円

役員報酬支出
給料手当支出
派遣労務費支出
役員退職慰労給付支出
退職給付支出
法定福利費支出
福利厚生費支出
研修費支出
諸謝金支出
旅費交通費支出
会議費支出
通信運搬費支出
消耗品費支出
印刷製本費支出
新聞図書費支出
修繕費支出
光熱水料費支出
賃借料支出
渉外費支出
保険料支出
広告宣伝費支出
租税公課支出
負担金支出
委託費支出
手数料支出
諸会費支出
寄付金支出
雑支出

特定資産受取利息

受取入会金

受取会費

受講料収益
審査料収益
入学金収益
検定料収益

ナーシングアート大阪収益
OBP収益

大阪府受託事業収益
日看協受託事業収益
その他受託事業収益

教育助成金収益
看護の日助成金収益
大阪府補助金収益
その他受取助成金
受取助成金振替額

受取寄付金
受取寄付金振替額

受取利息
その他雑収益

役員報酬
給料手当
派遣労務費
役員退職慰労給付費用
退職給付費用
法定福利費
福利厚生費
賞与引当金繰入額
研修費
諸謝金
旅費交通費
会議費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
新聞図書費
修繕費
光熱水料費
賃借料
渉外費
保険料
広告宣伝費
減価償却費
租税公課
負担金
委託費
手数料
諸会費
寄付金
雑費

役員報酬
給料手当
派遣労務費
役員退職慰労給付費用
退職給付費用
法定福利費
福利厚生費
賞与引当金繰入額
研修費
諸謝金
旅費交通費
会議費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
新聞図書費
修繕費
光熱水料費
賃借料
渉外費
保険料
広告宣伝費
減価償却費
租税公課
負担金
委託費
手数料
諸会費
寄付金
雑費

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計

単位：千円

科目 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計

単位：千円

科目 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計

単位：千円

予備費支出Ⅳ

令和6年度予算案が3月理事会（令和6年3月8日開催）で承認されました。資金収支
予算（資金ベース）及び収支予算（損益ベース）の概要は次のとおりです。承認された
予算は6月の総会で報告いたします。

126
126

64,000
64,000

265,000
265,000
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

14,581
14,581

0
110,065
99,144
10,590

331
13,442
12,024

100
1,318

0
0
0

5,064
3

5,061
0

699,741

615,117
21,388
241,109
21,280

0
0

41,023
617
779

58,507
15,688
1,675

18,600
11,630
20,397
1,408
920

9,692
74,017
2,506
1,284

0
11,941
2,906
32,822
24,728

0
200

0

10
10

25,600
25,600

132,500
132,500

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

734
3

731
0

158,844

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

11
11
0
0
0
0
0
0
0
0
0

14,581
14,581

0
7,790

0
7,790

0
0
0
0
0
0
0
0

2,138
0

2,138
0

24,520

31,295
1,204
14,716
1,730

0
0

2,472
40
112
150
544
15

1,126
412
253
0

100
880

1,944
100
57
0

1,487
2,226
1,475

52
0

200
0

（1）特定資産運用収入

（2）入会金収入

（3）会費収入

（4）事業収入

（5）会館運営収入

（6）受託事業収入

（7）助成金収入

（8）寄付金収入

（9）雑収入

（10）他会計より繰入
 事業活動収入計

（1）事業費支出

事業活動収入

事業活動支出

1.

2.

投資活動収入

投資活動支出

財務活動収入

財務活動支出

予備費支出

1.

2.

1.

2.

1.

事業活動収支の部 98,530
7,247

44,145
5,191

0
0

7,417
123
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
2,765

0
2,993
265
296

0
0
0

713,647
△ 13,906

200
△ 14,106

0
0

48,437
3,800

52,237
△ 52,237

0
0

0
0
0

5,000
△ 71,343
213,659
142,316

98,530
7,247

44,145
5,191

0
0

7,417
123
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
2,765

0
2,993
265
296

0
0
0

98,530
60,314

23
60,291

0
0

8,621
376

8,997
△ 8,997

0
0

0
0
0

0
51,294

413,857
465,151

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

31,295
△ 6,775

177
△ 6,952

0
0

4,008
163

4,171
△ 4,171

0
0

0
0
0

0
△ 11,123
△ 20,108
△ 31,231

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

583,822
△ 67,445

0
△ 67,445

0
0

35,808
3,261

39,069
△ 39,069

0
0

0
0
0

5,000
△ 111,514
△ 180,091
△ 291,605

（2）管理費支出

（3）他会計への繰出金
 事業活動支出計
 差引
 法人税等支出
 事業活動収支差額

（1）特定資産取崩収入
 投資活動収入計

（1）特定資産取得支出
（2）固定資産取得支出

 投資活動支出計
 投資活動収支差額

（1）借入金収入
 財務活動収入計

（1）借入金返済支出
 財務活動支出計
 財務活動収支差額

 当期収支差額
 前期繰越収支差額
 次期繰越収支差額

Ⅰ

投資活動収支の部Ⅱ

財務活動収支の部Ⅲ

指定正味財産増減の部Ⅱ

正味財産期末残高Ⅲ

126
126

64,000
64,000

265,000
265,000
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

14,581
14,581

0
110,065
99,144
10,590

331
14,237
12,024

100
1,318

0
795

14,890
0

14,890
5,064

3
5,061

715,426

661,559
21,388

221,044
21,280
2,303
6,826

38,597
617

22,491
779

58,507
15,688
1,675

18,600
11,630
20,397
1,408
920

9,692
74,017
2,506
1,284

0
37,313
11,941
2,906
32,822
24,728

0
200

0

10
10

25,600
25,600

132,500
132,500

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

64
0
0
0
0

64
1,191

0
1,191

734
3

731
160,099

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

11
11
0
0
0
0
0
0
0
0
0

14,581
14,581

0
7,790

0
7,790

0
79
0
0
0
0
79

1,488
0

1,488
2,138

0
2,138

26,087

35,988
1,204
13,561
1,730
135

1,299
2,283

40
1,344
112
150
544
15

1,126
412
253
0

100
880

1,944
100
57
0

3,259
1,487
2,226
1,475

52
0

200
0

105
105

38,400
38,400

132,500
132,500
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

0
0
0

102,275
99,144
2,800
331

14,094
12,024

100
1,318

0
652

12,211
0

12,211
2,192

0
2,192

529,240

625,571
20,184

207,483
19,550
2,168
5,527
36,314

577
21,147

667
58,357
15,144
1,660
17,474
11,218
20,144
1,408
820

8,812
72,073
2,406
1,227

0
34,054
10,454

680
31,347
24,676

0
0
0

 ① 特定資産運用益

 ② 受取入会金

 ③ 受取会費

 ④ 事業収益

 ⑤ 会館運営収益

 ⑥ 受託事業収益

 ⑦ 受取助成金

 ⑧ 受取寄付金

 ⑨ 雑収益

 経常収益計

 ① 事業費

 ② 管理費

 経常費用計
 当期経常増減額

 ① 受取寄付金等振替額
 ② 固定資産売却益
 ③ 他会計からの繰入金収益
  経常外収益計

 ① 固定資産売却損
 ② 固定資産除却損
 ③ 固定資産廃棄損
 ④ 雑支出
 ⑤ 他会計への繰出
 経常外費用計
 当期経常外増減額
 税引前当期一般正味財産増減額
 法人税、住民税及び事業税
 当期一般正味財産増減額
 一般正味財産期首残高
 一般正味財産期末残高

 ① 受取助成金（指）
 ② 受取寄付金（指）
 ③ 特定資産受増益
 ④ 一般正味財産への振替額
 当期指定正味財産増減額
 指定正味財産期首残高
 指定正味財産期末残高

（1）経常収益

（2）経常費用 （1）経常外収益

（2）経常外費用

経常増減の部1.

経常外増減の部2.

一般正味財産増減の部 107,916
7,247

40,681
5,191
407

3,895
6,851
123

4,030
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
5,084
2,765

0
2,993
265
296

0
0

769,475
△ 54,049

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 54,049
200

△ 54,249
1,255,567
1,201,318

0
0
0

15,685
△ 15,685
1,433,370
1,417,685
2,619,003

107,916
7,247

40,681
5,191
407

3,895
6,851
123

4,030
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
5,084
2,765

0
2,993
265
296

0
0

107,916
52,183

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

52,183
23

52,160
515,369
567,529

0
0
0

1,255
△ 1,255
114,670
113,415

680,944

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

35,988
△ 9,901

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 9,901
177

△ 10,078
74,256
64,178

0
0
0

1,567
△ 1,567
143,337
141,770
205,948

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

625,571
△ 96,331

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 96,331
0

△ 96,331
665,941
569,610

0
0
0

12,863
△ 12,863
1,175,363
1,162,500
1,732,110

Ⅰ

令和6年度 通常総会

令和6年度 資金収支予算書 ［ 令和6年4月1日から令和7年3月31日まで ］
※令和5年度決算によって多少金額が変更になることをお含みおきください。

［ 令和6年4月1日から令和7年3月31日まで ］
※令和5年度決算によって多少金額が変更になることをお含みおきください。令和6年度 収支予算書

105
105

38,400
38,400

132,500
132,500
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

0
0
0

102,275
99,144
2,800
331

13,442
12,024

100
1,318

0
0
0

2,192
0

2,192
0

516,377

583,822
20,184

226,393
19,550

0
0

38,551
577
667

58,357
15,144
1,660
17,474
11,218
20,144
1,408
820

8,812
72,073
2,406
1,227

0
10,454

680
31,347
24,676

0
0
0

※前期繰越収支差額は12月理事会（12月8日開催）で承認された令和5年度補正後予算額
のため、令和5年度決算によって金額が変更になります。

※期首残高は12月理事会（12月8日開催）で承認された令和5年度補正後予算額のため、
令和5年度決算によって金額が変更になります。
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特定資産利息収入

入会金収入

会費収入

受講料収入
審査料収入
入学金収入
検定料収入

ナーシングアート大阪収入
OBP収入

大阪府受託事業収入
日看協受託事業収入
その他受託事業収入

教育助成金収入
看護の日助成金収入
大阪府補助金収入
その他受取助成金

寄付金収入

受取利息
その他雑収入

役員報酬支出
給料手当支出
派遣労務費支出
役員退職慰労給付支出
退職給付支出
法定福利費支出
福利厚生費支出
研修費支出
諸謝金支出
旅費交通費支出
会議費支出
通信運搬費支出
消耗品費支出
印刷製本費支出
新聞図書費支出
修繕費支出
光熱水料費支出
賃借料支出
渉外費支出
保険料支出
広告宣伝費支出
租税公課支出
負担金支出
委託費支出
手数料支出
諸会費支出
寄付金支出
雑支出

科目 科目法人会計 合計
単位：千円

役員報酬支出
給料手当支出
派遣労務費支出
役員退職慰労給付支出
退職給付支出
法定福利費支出
福利厚生費支出
研修費支出
諸謝金支出
旅費交通費支出
会議費支出
通信運搬費支出
消耗品費支出
印刷製本費支出
新聞図書費支出
修繕費支出
光熱水料費支出
賃借料支出
渉外費支出
保険料支出
広告宣伝費支出
租税公課支出
負担金支出
委託費支出
手数料支出
諸会費支出
寄付金支出
雑支出

特定資産受取利息

受取入会金

受取会費

受講料収益
審査料収益
入学金収益
検定料収益

ナーシングアート大阪収益
OBP収益

大阪府受託事業収益
日看協受託事業収益
その他受託事業収益

教育助成金収益
看護の日助成金収益
大阪府補助金収益
その他受取助成金
受取助成金振替額

受取寄付金
受取寄付金振替額

受取利息
その他雑収益

役員報酬
給料手当
派遣労務費
役員退職慰労給付費用
退職給付費用
法定福利費
福利厚生費
賞与引当金繰入額
研修費
諸謝金
旅費交通費
会議費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
新聞図書費
修繕費
光熱水料費
賃借料
渉外費
保険料
広告宣伝費
減価償却費
租税公課
負担金
委託費
手数料
諸会費
寄付金
雑費

役員報酬
給料手当
派遣労務費
役員退職慰労給付費用
退職給付費用
法定福利費
福利厚生費
賞与引当金繰入額
研修費
諸謝金
旅費交通費
会議費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
新聞図書費
修繕費
光熱水料費
賃借料
渉外費
保険料
広告宣伝費
減価償却費
租税公課
負担金
委託費
手数料
諸会費
寄付金
雑費

公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計

単位：千円

科目 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計

単位：千円

科目 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計

単位：千円

予備費支出Ⅳ

令和6年度予算案が3月理事会（令和6年3月8日開催）で承認されました。資金収支
予算（資金ベース）及び収支予算（損益ベース）の概要は次のとおりです。承認された
予算は6月の総会で報告いたします。

126
126

64,000
64,000

265,000
265,000
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

14,581
14,581

0
110,065
99,144
10,590

331
13,442
12,024

100
1,318

0
0
0

5,064
3

5,061
0

699,741

615,117
21,388
241,109
21,280

0
0

41,023
617
779

58,507
15,688
1,675

18,600
11,630
20,397
1,408
920

9,692
74,017
2,506
1,284

0
11,941
2,906
32,822
24,728

0
200

0

10
10

25,600
25,600

132,500
132,500

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

734
3

731
0

158,844

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

11
11
0
0
0
0
0
0
0
0
0

14,581
14,581

0
7,790

0
7,790

0
0
0
0
0
0
0
0

2,138
0

2,138
0

24,520

31,295
1,204
14,716
1,730

0
0

2,472
40
112
150
544
15

1,126
412
253
0

100
880

1,944
100
57
0

1,487
2,226
1,475

52
0

200
0

（1）特定資産運用収入

（2）入会金収入

（3）会費収入

（4）事業収入

（5）会館運営収入

（6）受託事業収入

（7）助成金収入

（8）寄付金収入

（9）雑収入

（10）他会計より繰入
 事業活動収入計

（1）事業費支出

事業活動収入

事業活動支出

1.

2.

投資活動収入

投資活動支出

財務活動収入

財務活動支出

予備費支出

1.

2.

1.

2.

1.

事業活動収支の部 98,530
7,247

44,145
5,191

0
0

7,417
123
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
2,765

0
2,993
265
296

0
0
0

713,647
△ 13,906

200
△ 14,106

0
0

48,437
3,800

52,237
△ 52,237

0
0

0
0
0

5,000
△ 71,343
213,659
142,316

98,530
7,247

44,145
5,191

0
0

7,417
123
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
2,765

0
2,993
265
296

0
0
0

98,530
60,314

23
60,291

0
0

8,621
376

8,997
△ 8,997

0
0

0
0
0

0
51,294

413,857
465,151

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

31,295
△ 6,775

177
△ 6,952

0
0

4,008
163

4,171
△ 4,171

0
0

0
0
0

0
△ 11,123
△ 20,108
△ 31,231

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

583,822
△ 67,445

0
△ 67,445

0
0

35,808
3,261

39,069
△ 39,069

0
0

0
0
0

5,000
△ 111,514
△ 180,091
△ 291,605

（2）管理費支出

（3）他会計への繰出金
 事業活動支出計
 差引
 法人税等支出
 事業活動収支差額

（1）特定資産取崩収入
 投資活動収入計

（1）特定資産取得支出
（2）固定資産取得支出

 投資活動支出計
 投資活動収支差額

（1）借入金収入
 財務活動収入計

（1）借入金返済支出
 財務活動支出計
 財務活動収支差額

 当期収支差額
 前期繰越収支差額
 次期繰越収支差額

Ⅰ

投資活動収支の部Ⅱ

財務活動収支の部Ⅲ

指定正味財産増減の部Ⅱ

正味財産期末残高Ⅲ

126
126

64,000
64,000

265,000
265,000
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

14,581
14,581

0
110,065
99,144
10,590

331
14,237
12,024

100
1,318

0
795

14,890
0

14,890
5,064

3
5,061

715,426

661,559
21,388

221,044
21,280
2,303
6,826

38,597
617

22,491
779

58,507
15,688
1,675

18,600
11,630
20,397
1,408
920

9,692
74,017
2,506
1,284

0
37,313
11,941
2,906
32,822
24,728

0
200

0

10
10

25,600
25,600

132,500
132,500

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

64
0
0
0
0

64
1,191

0
1,191

734
3

731
160,099

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

11
11
0
0
0
0
0
0
0
0
0

14,581
14,581

0
7,790

0
7,790

0
79
0
0
0
0
79

1,488
0

1,488
2,138

0
2,138

26,087

35,988
1,204
13,561
1,730
135

1,299
2,283

40
1,344
112
150
544
15

1,126
412
253
0

100
880

1,944
100
57
0

3,259
1,487
2,226
1,475

52
0

200
0

105
105

38,400
38,400

132,500
132,500
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

0
0
0

102,275
99,144
2,800
331

14,094
12,024

100
1,318

0
652

12,211
0

12,211
2,192

0
2,192

529,240

625,571
20,184

207,483
19,550
2,168
5,527
36,314

577
21,147

667
58,357
15,144
1,660
17,474
11,218
20,144
1,408
820

8,812
72,073
2,406
1,227

0
34,054
10,454

680
31,347
24,676

0
0
0

 ① 特定資産運用益

 ② 受取入会金

 ③ 受取会費

 ④ 事業収益

 ⑤ 会館運営収益

 ⑥ 受託事業収益

 ⑦ 受取助成金

 ⑧ 受取寄付金

 ⑨ 雑収益

 経常収益計

 ① 事業費

 ② 管理費

 経常費用計
 当期経常増減額

 ① 受取寄付金等振替額
 ② 固定資産売却益
 ③ 他会計からの繰入金収益
  経常外収益計

 ① 固定資産売却損
 ② 固定資産除却損
 ③ 固定資産廃棄損
 ④ 雑支出
 ⑤ 他会計への繰出
 経常外費用計
 当期経常外増減額
 税引前当期一般正味財産増減額
 法人税、住民税及び事業税
 当期一般正味財産増減額
 一般正味財産期首残高
 一般正味財産期末残高

 ① 受取助成金（指）
 ② 受取寄付金（指）
 ③ 特定資産受増益
 ④ 一般正味財産への振替額
 当期指定正味財産増減額
 指定正味財産期首残高
 指定正味財産期末残高

（1）経常収益

（2）経常費用 （1）経常外収益

（2）経常外費用

経常増減の部1.

経常外増減の部2.

一般正味財産増減の部 107,916
7,247

40,681
5,191
407

3,895
6,851
123

4,030
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
5,084
2,765

0
2,993
265
296

0
0

769,475
△ 54,049

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 54,049
200

△ 54,249
1,255,567
1,201,318

0
0
0

15,685
△ 15,685
1,433,370
1,417,685
2,619,003

107,916
7,247

40,681
5,191
407

3,895
6,851
123

4,030
366

4,500
3,334
298

2,467
1,510
2,595
500
80

908
8,053
1,800
1,644

33
5,084
2,765

0
2,993
265
296

0
0

107,916
52,183

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

52,183
23

52,160
515,369
567,529

0
0
0

1,255
△ 1,255
114,670
113,415

680,944

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

35,988
△ 9,901

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 9,901
177

△ 10,078
74,256
64,178

0
0
0

1,567
△ 1,567
143,337
141,770
205,948

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

625,571
△ 96,331

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

△ 96,331
0

△ 96,331
665,941
569,610

0
0
0

12,863
△ 12,863
1,175,363
1,162,500
1,732,110

Ⅰ

令和6年度 通常総会

令和6年度 資金収支予算書 ［ 令和6年4月1日から令和7年3月31日まで ］
※令和5年度決算によって多少金額が変更になることをお含みおきください。

［ 令和6年4月1日から令和7年3月31日まで ］
※令和5年度決算によって多少金額が変更になることをお含みおきください。令和6年度 収支予算書

105
105

38,400
38,400

132,500
132,500
227,463
211,128
8,910
2,805
4,620

0
0
0

102,275
99,144
2,800
331

13,442
12,024

100
1,318

0
0
0

2,192
0

2,192
0

516,377

583,822
20,184

226,393
19,550

0
0

38,551
577
667

58,357
15,144
1,660
17,474
11,218
20,144
1,408
820

8,812
72,073
2,406
1,227

0
10,454

680
31,347
24,676

0
0
0

※前期繰越収支差額は12月理事会（12月8日開催）で承認された令和5年度補正後予算額
のため、令和5年度決算によって金額が変更になります。

※期首残高は12月理事会（12月8日開催）で承認された令和5年度補正後予算額のため、
令和5年度決算によって金額が変更になります。

ー 13 ー　令和6年度 通常総会 令和6年度 通常総会　ー 14 ー
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